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安
全
で
安
心
し
て

　
　
　

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

シリーズ

安
心
の
ま
ち
づ
く
り

第
７
次
舞
鶴
市
総
合
計
画
に
基
づ
き
、ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性

や
市
の
取
り
組
む
施
策
・
事
業
を
お
伝
え
す
る「
市
政
の
今
」。

今
回
は
、
ま
ち
づ
く
り
戦
略「
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
」か
ら「
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」の
施
策
を
お
伝
え
し
ま
す
。

こ
の
ま
ち
で
安
心
し
て

暮
ら
す
た
め
に

全
国
的
に
頻
発
す
る
災
害
。昨
年
の
平

成
30
年
７
月
豪
雨
は
記
憶
に
新
し
く
、舞

鶴
市
も
浸
水
や
主
要
交
通
網
の
寸
断
な

ど
大
き
な
被
害
を
受
け
、市
民
生
活
に
多

大
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。今
年
に
入
っ

て
か
ら
も
九
州
地
方
は
豪
雨
に
見
舞
わ

れ
、東
北
で
は
大
き
な
地
震
が
起
こ
り
ま

し
た
。こ
の
よ
う
な
中
、市
で
は
、防
災・減

災
対
策
を
強
化
し
、皆
さ
ん
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。ま
た
、
災
害
の
被
害
を
最
小
限

に
食
い
止
め
る
た
め
に
は
、行
政
に
よ
る

施
策
・
支
援（
公
助
）だ
け
で
な
く
、自
分

で
身
を
守
る
こ
と（
自
助
）、
地
域
で
助
け

合
う
こ
と（
共
助
）の
連
携
が
大
切
で
す
。

　
▪
防
災
・
減
災
機
能
の
充
実
・
強
化

　　
近
年
、頻
繁
に
発
生
し
て
い
る
市
街
地

の
浸
水
被
害
対
策
と
し
て
、京
都
府
と
連

携
し
て
治
水
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。東

市
街
地
で
は
、今
年
度
に
浸
水
対
策
の
基

本
計
画
の
策
定
に
着
手
。西
市
街
地
で

は
、
高
野
川
河
川
整
備
計
画
に
基
づ
き
、

府
が
河
川
改
修
な
ど
を
、
市
が
内
水
対

策
に
排
水
ポ
ン
プ
整
備
な
ど
を
行
い
、1

日
も
早
い
完
成
に
向
け
事
業
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

　
併
せ
て
、由
良
川
や
伊
佐
津
川
な
ど
の

河
川
の
治
水
対
策
も
、地
域
の
皆
さ
ん
が

安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、国
や
府
と

協
力
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

 《
下
水
道
整
備
課
、国・府
事
業
推
進
課
》

▪
多
様
な
災
害
・
危
機
事
象
に

　

対
応
す
る
防
災
体
制
づ
く
り

　
災
害
へ
の
備
え
と
し
て
、洪
水
・
土
砂

災
害
・
地
震
の
各
種
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

作
成
し
て
い
ま
す
。昨
年
度
は
、
新
た
に

津
波
を
想
定
し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

作
成
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
災
害
が
起
こ
っ
た
と
き（
起
こ

り
そ
う
な
と
き
）に
、
防
災
行
政
無
線
や

ま
い
づ
る
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
を
は

じ
め
、テ
レ
ビ
の
デ
ー
タ
放
送
、
市
公
式

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
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施策に関するご意見を

今号の施策に関するご意見やご感想を
お寄せください 。市民や事業所の皆さん
と一緒にまちづくりを進めていきます。

▶詳しくは、危機管理・防災課（☎66・
10８9）、消防本部（☎66・1090）、下水
道整備課（☎66・1029）、国・府事業推
進課（☎66・1047）へ。

手
段
で
情
報
を
伝
え
て
い
ま
す
。ま
た
、

F
M
ま
い
づ
る
と
災
害
協
定
を
結
び
、コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
な
ら
で
は
の
、
き
め
細

か
い
情
報
を
ラ
ジ
オ
か
ら
発
信
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、災
害
時
で
も
最
低
限
業
務
を

維
持
す
る
た
め
の
業
務
継
続
計
画
の
策

定
の
ほ
か
、風
水
害
や
地
震
、原
子
力
な

ど
あ
ら
ゆ
る
災
害
を
想
定
し
た
訓
練
を

各
防
災
関
係
機
関
と
連
携
し
て
実
施
。多

様
な
災
害
へ
対
応
で
き
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

《
危
機
管
理・防
災
課
》

▪
災
害
に
強
い

　

消
防
体
制
づ
く
り

　
社
会
環
境
の
変
化
で
、複
雑
・
大
規
模

化
す
る
災
害
や
さ
ま
ざ
ま
な
事
故
に
迅

速・的
確
に
対
応
す
る
た
め
の
消
防
体
制

を
整
備
し
て
い
き
ま
す
。そ
の
た
め
に
、

海
上
自
衛
隊
や
海
上
保
安
庁
、
警
察
な

ど
の
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
。同

時
に
災
害
現
場
で
の
指
揮
体
制
の
構
築

や
情
報
収
集
、
安
全
管
理
体
制
を
徹
底

し
、適
切
な
災
害
対
応
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、防
火
対
策
と
し
て
、一
般
の
住

居
に
は
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

と
、適
正
な
維
持
管
理
な
ど
の
住
宅
防
火

対
策
を
。集
客
施
設
や
宿
泊
施
設
、
福
祉

施
設
な
ど
に
は
定
期
的
に
防
火
査
察
を

す
る
な
ど
、
消
防
法
令
違
反
対
象
物
の

平成30年７月豪雨で被災した高野川流域を視察する西脇京都府知事

関係機関と連携した防災訓練

消防団操法大会の様子 京口地区の住民がタイムラインを作成

定期的に行う防火査察

公
表
や
違
反
是
正
で
、
火
災
予
防
体
制

の
充
実
を
目
指
し
ま
す
。

《
消
防
本
部
》

▪
地
域
防
災
力
の
強
化
・
向
上

　
地
域
で
の
助
け
合
い（
共
助
）の
組
織

と
し
て
、自
主
防
災
組
織
の
結
成
を
支
援

し
て
い
る
ほ
か
、地
域
ご
と
に
災
害
時
の

避
難
行
動
を
定
め
る
「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」

や
、
地
域
の
防
災
活
動
を
定
め
た「
地
区

防
災
計
画
」な
ど
の
作
成
を
支
援
し
て
い

ま
す
。

　
さ
ら
に
、災
害
が
想
定
さ
れ
る
区
域
に

あ
る
社
会
福
祉
施
設
や
医
療
施
設
な
ど

の
要
配
慮
者
施
設
で
、
避
難
確
保
計
画

の
作
成
が
義
務
付
け
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、

そ
の
作
成
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
防
災
の
中
核
で
あ
る
消
防
団

は
、市
民
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
上

で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
組
織
で
す
。近

年
、
減
少
傾
向
に
あ
る
消
防
団
員
を
確

保
す
る
た
め
、団
員
の
勤
務
す
る
事
業
所

に
対
し
、消
防
団
活
動
へ
の
協
力
を
依
頼

す
る
ほ
か
、消
防
団
応
援
の
店
制
度
の
導

入
検
討
、ま
た
、女
性
団
員
の
入
団
促
進

に
取
り
組
む
な
ど
、今
後
も
維
持
可
能
な

消
防
団
組
織
と
な
る
よ
う
見
直
し
を
進

め
ま
す
。

《
危
機
管
理・防
災
課
、消
防
本
部
》

3



国
道
沿
い
に
見
え
る
護
衛
艦
。
私
た

ち
に
は
見
慣
れ
た
風
景
で
す
が
、
舞
鶴

を
訪
れ
た
人
に
と
っ
て
は
、
と
て
も
感

動
す
る
風
景
だ
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て

い
ま
す
か
？
海
上
自
衛
隊
と
舞
鶴
市
の

関
係
は
、明
治
時
代
の
鎮
守
府
に
遡
り
、

以
降
、両
者
は
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
で
、

連
携
し
支
え
合
っ
て
い
ま
す
。

鎮
守
府
と
歩
ん
だ
歴
史

明
治
政
府
は
１
８
８
９
（
明
治
22
）

年
、
日
本
海
側
の
拠
点
と
し
て
、
舞
鶴

に
鎮
守
府
の
設
置
を
決
定
し
ま
し
た
。

舞
鶴
湾
は
湾
口
が
狭
く
（
最
も
狭
い
と

こ
ろ
で
７
０
０
㍍
）波
が
立
ち
に
く
い
。

水
深
が
深
く
艦
艇
が
停
泊
で
き
る
。
か

つ
、
港
が
山
で
囲
ま
れ
て
い
て
、
港
内

の
様
子
が
分
か
り
に
く
い
な
ど
防
御
に

適
し
た
恵
ま
れ
た
地
形
で
あ
る
な
ど
、

軍
港
と
し
て
の
必
要
な
条
件
を
備
え
て

い
た
こ
と
や
日
本
海
側
の
国
防
上
の
地

理
的
条
件
が
決
め
手
と
な
り
、
日
本
海

側
に
あ
る
多
く
の
港
の
中
か
ら
舞
鶴
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

鎮
守
府
を
支
え
る
た
め
、
の
ど
か
な

農
漁
村
で
あ
っ
た
東
地
域
に
、
新
た
に

市
街
地
の
建
設
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

道
路
や
鉄
道
と
い
っ
た
イ
ン
フ
ラ
を
始

め
、
与
保
呂
川
の
付
け
替
え
な
ど
大
規

模
な
工
事
に
よ
っ
て
、
現
在
の
中
舞
鶴

か
ら
東
市
街
地
ま
で
は
大
き
く
姿
を
変

え
た
の
で
す
。
そ
し
て
１
９
０
１
（
明

治
34
）
年
10
月
に
舞
鶴
鎮
守
府
が
開
庁

さ
れ
、
初
代
司
令
長
官
に
東
郷
平
八
郎

海
軍
中
将
が
着
任
し
た
こ
と
は
広
く
知

ら
れ
て
い
ま
す
。

戦
後
１
９
５
２
（
昭
和
27
）
年
、
海

上
自
衛
隊
の
前
身
で
あ
る
保
安
庁
警
備

隊
の
発
足
と
同
時
に
、
舞
鶴
地
方
隊
が

編
成
さ
れ
ま
し
た
。

海
の
安
全
を
守
る
海
上
自
衛
隊

　
日
本
は
四
方
を
海
に
囲
ま
れ
た
島
国

で
、
資
源
や
食
糧
な
ど
は
海
外
に
依
存

し
、
そ
の
９
割
以
上
が
海
上
輸
送
。
海

上
の
安
全
確
保
や
国
際
秩
序
の
安
定
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
常
に
警

戒
監
視
、
情
報
収
集
、
各
種
訓
練
、
海

外
で
の
海
賊
対
処
活
動
な
ど
を
す
る
こ

と
で
、
海
洋
秩
序
の
維
持
に
努
め
て
い

ま
す
。
そ
の
中
で
、
舞
鶴
地
方
隊
と
在

籍
部
隊
の
役
割
は
、
日
本
海
側
一
帯
の

警
備
で
す
。
地
図
を
見
る
と
、
北
は
秋

田
県
か
ら
西
は
島
根
県
ま
で
と
い
う
広

域
を
担
当
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

す
（
左
図
）。

舞
鶴
に
は
舞
鶴
地
方
隊
と
は
別
に

護
衛
艦
隊
や
航
空
隊
が
在
籍
し
て
い
ま

す
。
自
衛
官
は
北
吸
桟
橋
に
停
泊
し
て

い
る
護
衛
艦
に
だ
け
い
る
と
思
っ
て
い

ま
せ
ん
か
？
そ
の
他
に
も
、
教
育
隊
や

警
備
隊
、
補
給
所
、
音
楽
隊
、
第
４
術

科
学
校
な
ど
多
く
の
陸
上
部
隊
に
も
自

衛
官
が
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す
。

市
内
で
生
活
す
る
自
衛
隊
関
係
者
は

約
４
，
０
０
０
人
、
そ
の
家
族
も
含
め

る
と
も
っ
と
多
く
、
市
に
と
っ
て
も
ま

ち
の
活
気
を
維
持
す
る
た
め
に
欠
く
こ

と
が
で
き
な
い
存
在
で
す
。

海
上
自
衛
隊
の
あ
る
ま
ち

一般公開で観光客と交流
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海
上
自
衛
隊
舞
鶴
基
地
で
は
、
海

の
安
全
を
守
る
と
い
う
本
来
の
海
上

自
衛
隊
の
役
割
の
ほ
か
に
も
、
地
域

貢
献
と
し
て
、
地
域
と
の
つ
な
が
り

を
大
切
に
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン

ト
や
関
係
機
関
と
連
携
し
た
防
災
訓

練
、
大
規
模
災
害
発
生
時
へ
の
対
応

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

も
し
も
に
備
え
る

総
合
防
災
訓
練

今
年
の
３
月
９
日
に
は
、
海
上
自

衛
隊
北
吸
桟
橋
を
中
心
に
「
京
都
舞

鶴
防
災
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
９
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
京
都
府
北
部
を
震

源
と
す
る
大
規
模
地
震
が
発
生
し
た

想
定
で
、
海
上
自
衛
隊
を
は
じ
め
、

海
上
保
安
庁
、
国
土
交
通
省
、
京

都
府
警
察
、
京
都
市
消
防
局
、
京
都

府
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
、
舞
鶴
市
、
京
都
府
な

ど
約
30
機
関
１
，
２
０
０
人
が
参
加

し
た
大
掛
か
り
な
も
の
で
、
災
害
時

の
各
機
関
の
役
割
と
連
携
を
確
認
し

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
大
規
模
な
訓

練
は
、
舞
鶴
に
海
上
自
衛
隊
と
海
上

保
安
庁
が
あ
る
か
ら
で
き
る
こ
と
で

す
。
定
期
的
に
訓
練
を
行
い
、
被
害

を
最
小
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

特
に
舞
鶴
独
自
の
も
の
と
し
て
、

大
規
模
災
害
で
病
院
が
機
能
を
果

た
せ
な
く
な
っ
た
時
に
は
、
護
衛
艦

「
ひ
ゅ
う
が
」
が
臨
時
の
医
療
施
設
と

し
て
の
役
割
も
果
た
し
ま
す
。
傷
病

者
を
艦
内
の
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
に
運

び
、
診
察
室
や
手
術
室
、
集
中
治
療

室
な
ど
の
医
療
ス
ペ
ー
ス
で
治
療
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
舞
鶴
に
こ

の
よ
う
な
機
能
を
持
っ
た
護
衛
艦
が

配
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
私
た
ち

市
民
に
と
っ
て
も
心
強
い
も
の
で
す
。

災害派遣

�
災
害
時
に
お
け
る
各
種
協
定

❖
災
害
等
の
非
常
時
に
お
け
る
輸
送
能

力
の
確
保
に
関
す
る
協
定

❖
災
害
時
等
の
非
常
時
に
お
け
る
燃
料

等
の
確
保
に
関
す
る
協
定

❖
舞
鶴
地
方
総
監
部
と
電
力
会
社
と
の

連
携
に
関
す
る
協
定

1  ヘリコプターを使っ
た救助訓練

2  物資を運ぶ輸送車
3  救助者の状態を聞き

取る自衛官 13

2

　自衛隊法に基づいて、自然災害をは
じめとする各種災害の発生時には、関
係機関と連携・協力し、被災した地域
での捜索・救助、水防、医療、防疫、
給水、人員の輸送といったさまざまな
活動を行っています。
　平成 28 年の熊本地震や平成 30 年の
７月豪雨では、舞鶴地方隊からも護衛
艦やヘリコプターなどが被災地に赴き、
支援活動を行いました。
　舞鶴市も甚大な被害を受けた７月豪
雨では、京都府知事の要請で、城屋で
起きた土砂崩れによる行方不明者の捜
索・救助活動が行われました。

城屋で救助活動

高野川流域で行方不明者の捜索

【特集】 海上自衛隊のあるまち
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海
自
施
設
の
一
般
公
開

近
頃
、
赤
れ
ん
が
パ
ー
ク
か
ら
北

吸
桟
橋
ま
で
の
間
を
、
多
く
の
人
が

歩
い
て
い
る
の
を
見
か
け
ま
す
。
実

際
こ
こ
５
年
間
で
赤
れ
ん
が
パ
ー
ク

周
辺
を
訪
れ
る
観
光
客
数
は
、
約

36
万
人
か
ら
約
74
万
人
と
２
倍
以
上

に
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
は
北
吸

桟
橋
を
始
め
、
自
衛
隊
施
設
の
一
般

公
開
が
大
き
く
寄
与
し
て
お
り
、
今

で
は
、
舞
鶴
の
人
気
観
光
ス
ポ
ッ
ト

の
１
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
一
般
公

開
す
る
た
め
に
は
、
多
く
の
自
衛
官

が
対
応
す
る
こ
と
に
な
り
、
海
上
自

衛
隊
の
役
割
や
仕
事
、
艦
艇
を
広
く

知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

▪
北
吸
桟
橋
・
海
軍
記
念
館
…
土
・

日
、
祝
日
10
時
～
15
時
（
14
時
45

分
最
終
受
付
）

▪
東
郷
邸
…
毎
月
第
１
日
曜
日
10
時

～
15
時
（
14
時
45
分
最
終
受
付
）

▪
第
23
航
空
隊
…
土
・
日
、
祝
日　

14
時
～
15
時

毎
年
大
盛
況
イ
ベ
ン
ト「
フ
ェ
ス
タ
」

昨
年
ま
で
は
「
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ
」

と
し
て
７
月
に
開
催
し
て
い
ま
し
た

が
、
今
年
か
ら
気
候
の
よ
い
５
月
に

「
グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
舞
鶴
基
地
の

人
気
イ
ベ
ン
ト
で
、
普
段
見
ら
れ
な

い
護
衛
艦
や
潜
水
艦
な
ど
の
一
般
公

開
や
舞
鶴
音
楽
隊
の
演
奏
、
ま
い
づ

る
海
自
カ
レ
ー
の
販
売
な
ど
で
、
約

１
万
６
，
０
０
０
人
の
観
光
客
や
家

族
連
れ
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

海
自
カ
レ
ー
は
、
艦
艇
に
よ
っ
て

自
慢
の
味
が
あ
り
、
イ
ベ
ン
ト
で
は

い
つ
も
好
評
で
売
り
切
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
こ
で
２
０
１
７
年
か
ら
海
上

自
衛
隊
の
協
力
で
、
調
理
指
導
を
受

け
認
定
さ
れ
た
市
内
店
舗
で
、
誰
で

も
本
物
の
「
海
自
カ
レ
ー
」
を
食
べ

ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
舞
鶴
地

方
総
監
部
、
舞
鶴
市
、
舞
鶴
商
工
会

議
所
が
「
ま
い
づ
る
海
自
カ
レ
ー
」

の
普
及
に
係
る
協
定
書
を
締
結
し
、

舞
鶴
の
海
自
カ
レ
ー
を
新
た
な
名
産

と
し
て
全
国
に
発
信
し
て
い
ま
す
。

▲土・日、祝日は北吸桟橋が観光客や市民でにぎわう

▲市内店舗で食べられる海自カレー
◀昨年のサマーフェスタで護衛艦ひゅうがを見学する人たち

▲▶特務艇「はしだて」の一般公開
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隊員の皆さんを　　　　　　イ ン タ ビ ュ ー

機関科
大西竜也さん

進路を考えたとき、大学への興味が
なく働きたかったので、自衛官だった兄
の影響もあり、日星高校卒業後すぐに自

衛官になることを決意しました。自衛官は中学生のころか
ら興味のあった職種で、機械に関心があったことと身体の
動かせる仕事なので魅力を感じました。実際自衛官になり、
機関科で仕事をしていますが、思い描いていた通り、機械
を触ってみるととても楽しく毎日違う作業ができます。ま
た、技術が上がると、できることが増えていくので成長を
感じることもできます。最初は分からないことばかりでし
たが先輩や上司に組み立て方を聞いたり、キャリアアップ
ごとに学校へ学びに行けて丁寧に教えてもらえます。学校
では学生だけで機械を分解したり、改めて組み立てたりし
て仕組みが理解できる面白さがあります。出港があると、
さまざまなところへ行けます。艦にいる人とはその期間ず
っと一緒にいるため家族のような存在になり心強いです。
　地元ということもあり、地元に残ったり帰ってきたり
する同級生と飲みに行けるのも楽しみのひとつです。

1 艦の機関室の点検　2 ロープが連動するか確認

3 学生を指導する石田さん　4 艦内アナウンスもスムーズ

1

2

3 4

INTERVIEW

機関科
小林睦さん

東舞鶴高校を卒業後、アルバイトをし
ていたところ、自衛広報官の人が自宅に
来て予備自衛官補にならないかと提案を

いただき、予備自衛官補になりました。その後はアルバイト
中にも見かける制服の自衛官の人たちのことが気になりだし
ました。知っていくうちに私も自衛官になりたいと思い、必
死に勉強し、自衛官になりました。今は機関科でエンジン関
係も触ります。構造や設計、どのようにこのエンジンが使わ
れるのかを知っていくと仕事が面白くなってきます。訓練は
厳しいですが、出港で日本全国いろいろなところに行けたり
外国に行けたりするところが楽しいです。
　５歳の子どもがいますが、子育てとも両立しています。艦
での仕事は自分に合い、続けていきたいと思っている中、出
港や緊急出港があったときに両親が協力してくれるので対応
でき、地元の恩恵を感じます。親が近くにいるととても安心
です。艦などに連れて行っているためか、最近子どもが「母
ちゃん格好いい、将来は母ちゃんみたいな自衛官になる」と
言ってくれ、これからも自衛官を続けたいなと思います。

教育部教官
石田剛さん

幼い頃、自衛隊で教官をしていた父と当
時の学生さんたちが休日に触れ合う家族の
ような光景に憧れ、自衛官を目指しました。

現在、昔の父と同じ教官として仕事をしています。私は１班約
20 人ほどを取りまとめていて、その班の長として 20 人乗り
の短艇や座学などを教えています。技術的なことはできる人も
できない人もいるため教える難しさはありますが、学生が教え
たことができるようになることにやりがいを感じます。教える
中で大切にしていることは基本となる姿勢や礼儀、あいさつで
す。大きな声ではっきりとあいさつができると顔や名前を覚え
てもらえ、働きやすい環境がつくれると思うからです。技術は
後からついてきます。教官の役割として、相談を受けることや
生活のサポートも大きな仕事です。年の近い学生も多く、相談
しやすい関係を心掛けて普段からコミュニケーションをとって
います。とはいえ距離が近すぎると教官として指導できなくな
るので絶妙な距離感を大事にしています。
　休みもあり、出港すればいろいろなところに行ける楽しさを
感じつつ、緊急時など必要時には出動する覚悟や使命感を持ち
仕事ができています。

舞鶴市出身の自衛官に話を聞いてみました

【特集】 海上自衛隊のあるまち
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日本

ウズベキスタン

友
好
の
架
橋

日本×ウズベキスタン

「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
レ
ガ
シ
ー
」。

I
O
C（
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
）で

は
長
期
に
わ
た
る
良
い
影
響
の
こ
と
と
定

義
し
て
い
る
。思
い
浮
か
ぶ
の
は
、前
回

の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
伴
う
飛
躍
的
な

交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
の
よ
う
な
目
に
見

え
る
レ
ガ
シ
ー（
遺
産
）だ
が
、I
O
C
は

有
形
・
無
形
を
問
わ
ず
、開
催
都
市
・
開

催
国
へ
ス
ポ
ー
ツ
、社
会
、環
境
、都
市
、

経
済
の
５
つ
の
分
野
で
良
い
遺
産
を
残
す

こ
と
を
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
一
つ
の
テ
ー
マ

と
し
て
い
る
。

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
構
想
も
レ
ガ
シ
ー
を
国

内
に
広
く
残
す
た
め
の
取
り
組
み
だ
。特

に
地
方
都
市
に
と
っ
て
、海
外
ア
ス
リ
ー

ト
と
交
流
で
き
る
機
会
や
練
習
の
規
模
・

レ
ベ
ル
に
見
合
っ
た
施
設
の
整
備
、言
語

や
文
化
に
関
わ
ら
ず
過
ご
し
や
す
い
多
言

語
化
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
環
境
の
整
備
は
、

ま
さ
に
こ
の
大
会
を
起
点
に
将
来
へ
残
る

レ
ガ
シ
ー
と
な
る
。ま
た
、地
元
ア
ス
リ
ー

ト
に
と
っ
て
海
外
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
と
一
緒

に
練
習
や
試
合
を
す
る
と
い
う
体
験
や
練

習
外
に
行
わ
れ
る
市
民
と
の
異
文
化
・
国

際
交
流
は
人
々
の
心
に
残
る
無
形
の
レ
ガ

シ
ー
だ
。

舞
鶴
市
は
レ
ス
リ
ン
グ
・
柔
道
の
２
種

目
で
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン

を
務
め
る
。友
情
、連
携
、フ
ェ
ア
プ
レ
ー

の
精
神
を
重
ん
じ
、平
和
に
貢
献
す
る
と

い
う
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
意
義
に
も
通
じ
る

両
国
の
育
ん
だ
交
流
の
歴
史
と
、広
が
る

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
交
流
を
紹
介
。



２
つ
の
国
を
結
ん
だ
絆
は
、第
二
次
世
界
大
戦

が
生
ん
だ
シ
ベ
リ
ア
抑
留
に
遡
る
。終
戦
後
も
ソ

連
に
よ
っ
て
森
林
伐
採
や
鉄
道
・
道
路
の
敷
設
、

建
築
な
ど
の
重
労
働
に
携
わ
っ
た
日
本
人
抑
留
者
。

彼
ら
が
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
で
建
設
し
た
発
電
所
や

国
立
ナ
ヴ
ォ
イ
劇
場
は
今
で
も
現
役
で
、故
・
カ

リ
モ
フ
前
大
統
領
は
日
本
人
抑
留
者
を「
国
づ
く

り
に
貢
献
し
て
く
れ
た
恩
人
」と
讃
え
た
。

舞
鶴
市
は
、戦
後
13
年
間
に
わ
た
り
引
揚
船
を

受
け
入
れ
た「
引
き
揚
げ
の
ま
ち
」と
し
て
抑
留
・

引
揚
の
史
実
を
継
承
す
る
使
命
を
担
っ
て
い
る
。

市
と
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
と
の
交
流
が
飛
躍
的
に
加

速
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
２
０
１
６
年
、

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
で
、日
本
人
抑
留
者
資
料
館
を

運
営
す
る
ジ
ャ
リ
ル
・
ス
ル
タ
ノ
フ
さ
ん
の
来
日

だ
っ
た
。引
揚
記
念
館
で
は
、志
を
共
に
す
る
同

館
職
員
を
は
じ
め
、ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
で
の
抑
留

体
験
者
と
面
会
。地
域
の
中
学
・
高
校
生
と
も
交

流
し
た
。

こ
の
友
好
の
絆
が
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
の
登
録
で
さ

ら
に
深
ま
る
こ
と
と
な
っ
た
。旧
ソ
連
領
や
東
欧
は
、

も
と
も
と
レ
ス
リ
ン
グ
の
強
豪
国
が
多
い
。市
で
は
、

２
０
１
５
年
に
高
校
総
体
の
レ
ス
リ
ン
グ
競
技
開

催
地
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、五
輪
メ
ダ
リ
ス
ト
を

は
じ
め
世
界
で
活
躍
す
る
選
手
を
育
て
た
指
導
者

を
舞
鶴
に
迎
え
た
。こ
れ
を
き
っ
か
け
に
レ
ス
リ

ン
グ
が
盛
ん
に
な
り
、今
で
は
小
学
生
～
高
校
生

ま
で
多
く
の
全
国
大
会
入
賞
選
手
を
輩
出
す
る
ほ

ど
に
成
長
し
て
い
る
。柔
道
競
技
で
も
、文
化
公
園

体
育
館
柔
道
場
を
拠
点
に
柔
道
教
室
や
大
会
を
開

催
し
、今
年
に
は
市
で
初
め
て
小
学
生
全
国
大
会

出
場
選
手
も
出
た
。引
揚
の
縁
か
ら
始
ま
っ
た
友

好
の
輪
が
ス
ポ
ー
ツ
に
広
が
り
、同
国
で
多
く
の

五
輪
メ
ダ
リ
ス
ト
を
輩
出
し
て
い
る
レ
ス
リ
ン
グ
・

柔
道
競
技
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
事
前
合
宿
が
決

ま
っ
た
。

ま
た
、２
０
１
７
年
に
は
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
か

ら
レ
・
ア
ル
ト
ゥ
ル
さ
ん
を
国
際
交
流
員
と
し
て

迎
え
、出
前
講
座
や
広
報
ま
い
づ
る
で
の
コ
ラ
ム

な
ど
で
同
国
の
文
化
を
紹
介
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、交
流
を
文
化
・
経
済
分
野
に
も
広
げ

よ
う
と
、赤
れ
ん
が
パ
ー
ク
で
の
大
規
模
な
ウ
ズ

ベ
キ
ス
タ
ン
展
開
催
や
福
祉
施
設
の
視
察
を
受
け

入
れ
る
な
ど
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、

さ
ら
な
る
交
流
へ
向
け
た
ス
タ
ー
ト
で
も
あ
る
。

産業・人材分野でも加速する交流
ウズベキスタンで日本語学校「NORIKO学級」の校長を務めるナジロフ・

ガニシェルさんが来日。介護人材交流に向けて介護施設などを視察した。
介護だけでなく建設・農業などの分野での交流も目指しているという。

国際試合体験で選手に刺激
2017 年にはウズベキスタンの文化スポーツ

大臣や柔道・レスリング連盟の役員らが本市の
スポーツ施設などを視察した。翌 2018 年には
選手団が来日し、合同練習も行った。体格も大
きい外国人選手との練習・試合体験は市内の若
手選手にとっても大きな刺激となった。

市民の間で生まれる友情
スルタノフさんの孫娘リソラットさんと日

星高校の生徒らは SNS で交流を続けており、
市民の間でも友情の輪が広がっている。

▲アルトゥルさんはウズベキスタンとの連絡や通訳の
ほか、料理教室やロシア語教室など文化交流も行う

引揚記念館を訪問する日本人抑留者記念館館長のスルタノフさん
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ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン

交
流
訪
問
団
　
　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
前
に
交
流
訪
問

団
が
８
月
６
日
～
13
日
、
ウ
ズ
ベ
キ

ス
タ
ン
を
訪
問
。
両
国
の
友
好
を
深

め
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
本
番
に
向
け
歓

迎
ム
ー
ド
を
盛
り
上
げ
て
い
く
こ
と

が
目
的
。
市
長
を
は
じ
め
と
す
る
代

表
団
と
レ
ス
リ
ン
グ
・
柔
道
関
係
者

や
舞
鶴
引
揚
語
り
の
会
会
員
な
ど
の

市
民
訪
問
団
計
35
人
が
同
国
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
委
員
会
や
抑
留
、
引
き
揚
げ

に
関
す
る
施
設
、
現
地
の
日
本
語
学

校
な
ど
で
交
友
を
深
め
た
。

日本人墓地を訪問
首都タシケントのヤッカサライ区にある日本人抑留者の墓地を訪問。献

花・焼香と「ふるさと」の合唱をし、抑留者の冥福を祈った。ソ連によっ
て抑留され、無念にも帰国がかなわなかった 79 人が眠っている。

▲20年前に日本人夫婦が開いた無料の私塾「NORIKO学級」の生徒と交流。同校で日本語を学
び日本へ留学・就職するウズベキスタン人も多い。

この経験を国際交流に生かしたい
日星高校卒業生　真下栞里さん

高校生の頃、ス
ルタノフさんの孫
娘のリソラットさ
んと仲良くなりま
した。昨年、引揚
のイベントでリソ
ラットさんと再会
し「今度は私が会
いに行く」と約束

しました。その後、市民応援団や訪問事業
のことを知り応募・参加しました。

現地では言葉が通じなくても表情や身
振り手振りで思いは伝わるということや、
国が違えばいろんな考え方や視点を持っ
ていること、それを認め合うことの大切
さを学びました。

今回の体験やウズベキスタンのことを
学校の友達に伝え、広げていきたい。また、
将来は舞鶴で国際交流の仕事に就き、こ
の体験を生かしていきたいと思っていま
す。

抑留・友好の歴史を声で伝える
市民応援団　木村智子さん

２年前、南公
民館でウズベキス
タンの体育文化ス
ポーツ大臣の歓迎
イベントの司会を
したことからウズ
ベキスタンに興味
を持ちました。

父が引揚援護局
で働き、母が局内に生け花を飾ったり引
揚者に献茶をしていたこともあり、日本
に帰ってこられなかった人たちに母がで
きなかった献茶を日本人墓地で行いまし
た。

朗読ボランティアとして活動しており、
ウズベキスタンのことや引き揚げのこと
を小学生に話す取り組みをしているので、
今回の訪問で得た経験を子ども達に伝え
たり、ボランティアの仲間たちと共に、
皆で朗読イベントなどを実施し多くの人
に伝えられたらと思っています。

交
流
加
速

生で見た経験を伝えていきたい
市民応援団　川井玄仁さん

学校の先生か
らの誘いで訪問
団に参加しまし
た。その時点では
ウズベキスタン
のことも詳しく
なく、海外に行く
のも初めてだっ
たので不安な気

持ちとわくわくした気持ちの両方があり
ました。

ナヴォイ劇場を見学したときには、広
さやきれいさにも驚きました。また、細
かな手彫りの装飾が印象的でした。これ
も日本人抑留者の人たちの仕事なのかな
と思いました。

また、ウズベキスタンのことをよく知
らない人もたくさんいるので、見てきた
きれいな景色や歴史的な遺産のことなど
を身近な人に伝えていきたいと思ってい
ます。

▲12日にはウズベキスタンのオリンピック委
員会を訪問。同国選手団を歓迎することや
これを契機に引き続きスポーツや文化・歴
史などさまざまな交流を深めていきたいと
意見を交換。



レ
ス
リ
ン
グ

柔
道
合
宿
団

研
鑽

【特集】 日本×ウズベキスタン  友好の架け橋

ウズベキスタンのスポーツ合宿団が８月16日～23日、
舞鶴を訪問。柔道選手団は、25日から東京で開催され
る世界柔道選手権を前に最終調整に入った。レスリ

ング選手団は、市内ちびっ子レスリング教室と練習を
共にした。また、19日には市長表敬訪問や市民交流会・
壮行会に出席し市民応援団らと交流した。

刺激となる外国人選手との交流
８月 18 日、レスリング選手団が舞鶴ちびっ子レスリン

グ教室の子ども達と合同練習を実施。ウズベキスタン側
が用意したメニューで新しい練習方法や技術を吸収した。

▶
世
界
選
手
権
を
直
前
に
控
え
る
柔
道
選
手
団
。
リ
オ
五
輪
銅

メ
ダ
リ
ス
ト
を
は
じ
め
と
す
る
選
手
が
練
習
に
励
ん
だ
。
全

員
20
代
と
若
く
、東
京
五
輪
に
も
出
場
が
期
待
さ
れ
る
選
手

ら
が
豪
快
な
技
を
見
せ
た
。

世界選手権を前に有意義な練習
ウロズボエフ  ディヨルベック選手

日本には何回
も来たことがあ
り、とても良い
国だと思ってい
ます。

柔道は、日本
の武術ですが、
ウズベキスタン
でもとても人気

がある競技です。
一方で、日本人抑留者とウズベキス

タンの話は、私は聞いたことがありま
すが、若い世代ではあまり知られてい
ないようにも感じています。

今回は 25 日から東京で開催される
世界選手権に先駆けて事前合宿ができ
たことで、日本の気候に体を慣らすこ
とができ、直前の練習にも取り組めた
ので舞鶴に来られてよかったと感じて
います。

スポーツにとどまらず友好を
ソビロワ  ライロホン選手

日本に来たの
は２回目です。
日本人は優しく
て、温かい歓迎
をしてくれるの
で好きです。い
ろんな国に行っ
たことがありま
すが世界で一番

優しい国だと思います。
ちびっ子レスリング教室の子ども達

と一緒に練習をしましたが、とても礼
儀正しかったです。また、こんなに小
さい頃からレスリングの練習を始めて
いるのはすごいと思いました。

スポーツに限らず、日本といろいろ
な交友が深められたらいいなと思って
いて、日本人の友達を作りたいと思っ
ています。また、日本語も少しずつ覚
えていきたいと思っています。

世界の舞台で再会したい
内田颯夏選手

ウズベキスタ
ンのことはあま
り知りませんで
したが、一緒に
練習したことで
外国の選手の強
さを知ることが
できました。一
方で、技をかけ

ることができ、自分たち日本人も負けて
いないと感じました。

練習中は、言葉は通じなくても動き
や表情で伝えてくれたので意思疎通が
できました。学校の授業で抑留やウズ
ベキスタンのことを習うことがあれば
この経験を生かしたいです。

また、ウズベキスタンの選手と試合で
も戦いたいと思いました。国内で勝ち上
がってアジア大会や世界大会で戦えるよ
う、お互いに練習を頑張っていきたいと
思います。
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債
権
管
理
条
例
の
改
正（
案
）に
ご
意
見
を

債
権
管
理
の
適
正
化
の
た
め
に

　
市
で
は
、
平
成
25
年
３
月
に「
舞
鶴

市
債
権
管
理
条
例
」
を
制
定
。市
の
債

権
管
理
を
適
正
化
し
、
公
平
な
市
民

負
担
と
健
全
な
行
政
運
営
の
確
保
に

努
め
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
、
生
活
困
窮
者
の
支
援

と
徴
収
困
難
債
権
の
適
正
か
つ
円
滑

な
処
理
を
推
進
す
る
た
め
、
内
容
を

見
直
し
、
条
例
の
改
正
案
を
取
り
ま

と
め
ま
し
た
の
で
、パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ

メ
ン
ト
制
度
（
市
民
意
見
提
出
制
度
）

に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
意
見
を
募

集
し
ま
す
。

�
提
出
方
法　

　
様
式
は
自
由
。住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
を
記
入
し
「
舞
鶴
市
債
権
管
理

条
例
の
改
正
（
案
）
に
対
す
る
意
見
」

と
明
記
し
、
郵
送
か
持
参
、
フ
ァ
ク

ス
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
お
問
い
合

わ
せ
フ
ォ
ー
ム
で
債
権
管
理
課
へ
。

匿
名
、電
話
、口
頭
で
の
意
見
は
受
け

付
け
で
き
ま
せ
ん
。

�
募
集
期
間　

　
９
月
２
日
㈪
～
10
月
１
日
㈫

�
条
例（
案
）の
公
表
場
所

　

債
権
管
理
課
、
市
政
情
報
コ
ー

ナ
ー
、西
支
所
、加
佐
分
室
、中
・
東
・

西
・
南
公
民
館
、
大
浦
・
城
南
会
館
、

東
・
西
図
書
館
。市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
。

�
提
出
さ
れ
た
意
見
の
取
り
扱
い

　
提
出
さ
れ
た
意
見
な
ど
を
考
慮
し

て
最
終
案
を
作
成
。ま
た
、
意
見
の
概

要
と
意
見
に
対
す
る
市
の
考
え
方
を

整
理
し
公
表
し
ま
す
（
氏
名
な
ど
は

公
表
し
ま
せ
ん
）。

▼
詳
し
く
は
、
債
権
管
理
課（
☎
66
・

１
０
０
７
、ＦＡＸ
63・９
２
３
１
）へ
。

ミ
ッ
シ
ョ
ン・イ
ン・ホ
ス
ピ
タ
ル
３
成
功

中
高
生
が
医
療
現
場
を
体
験

　
医
師
や
看
護
師
、
薬
剤
師
な
ど
の

医
療
職
の
仕
事
が
体
験
で
き
る
医
療

現
場
体
験
イ
ベ
ン
ト「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・

イ
ン
・
ホ
ス
ピ
タ
ル
３
」
が
８
月
４

日
、
舞
鶴
赤
十
字
病
院
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。当
日
は
、
約
１
２
０
人
の
中

学
生
・
高
校
生
が
参
加
し
、手
術
室
で

の
腹
腔
鏡
手
術
や
リ
ハ
ビ
リ
、
災
害

救
護
現
場
な
ど
、
各
部
門
の
仕
事
を

体
験
し
ま
し
た
。

　
医
療
現
場
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と

で
、
進
路
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
し
、

将
来
、
本
市
の
地
域
医
療
の
現
場
で

活
躍
し
て
も
ら
う
人
材
に
育
つ
こ
と

を
期
待
し
て
、
市
と
地
域
医
療
推
進

協
議
会
が
開
催
。今
回
で
３
年
連
続

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

《
地
域
医
療
課
》

ではじめの一歩を
　市では、ウオーキングでの健康づくりに取り組んで
おり、今年もウエアラブル活動量計を使った「みんな
で歩王マッチ」を実施します。

【期間】10 月～来年２月の間の１か月（１日～月末）
【内容】各月１日から１か月間、１日平均歩数を競争。
１人１か月のみエントリー可。

【対象】市内在住の 20 ～ 74 歳で１日 30 分以上の運
動習慣が週２回以下の人

【定員】各月先着 30 人
【料金】100 円（ウエアラブル活動量計の保険代）
【その他】スマホかタブレットが必要。参加者にはウ
エアラブル活動量計を貸し出し。成績優秀者は来年３
月 15 日㈰に表彰します。

【申し込み方法】電話か市ホームページ応募
フォーム（右コードからアクセス可）で健
康づくり課（☎ 65・0065）へ。

▲看護師に教わりながら採血体験

▲腹腔鏡手術の体験



連 載まいづるトピックス

13

大
連
市
へ
派
遣
し
た
少
年
使
節
団
が
帰
国
報
告

大
連
市
と
の
友
好
の
架
橋
に

　
７
月
26
日
～
29
日
に
友
好
都
市
・
大

連
市（
中
国
）を
訪
問
し
て
い
た
舞
鶴
市

少
年
使
節
団（
小
学
生
12
人
、引
率
者
４

人
）
が
８
月
１
日
に
赤
れ
ん
が
２
号
棟

を
訪
れ
、
帰
国
報
告
会
を
実
施
し
ま
し

た
。参
加
者
た
ち
は
多
々
見
市
長
に「
言

葉
が
異
な
っ
て
も
工
夫
次
第
で
交
流

で
き
る
と
感
じ
た
」「
こ
の
経
験
を
舞
鶴

と
大
連
の
交
流
に
役
立
て
た
い
」
な
ど

感
想
や
体
験
談
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
滞
在
中
は
大
連
市
内
の
小
学
校
を

訪
問
し
、
舞
鶴
ソ
ー
ラ
ン
・
合
唱（
中

国
語
）の
披
露
や
書
道
・
水
餃
子
作
り

体
験
な
ど
を
し
ま
し
た
。ま
た
、
一
昨

年
の
国
際
交
流
員
で
あ
る
李り

ほ
う芳
さ
ん

と
息
子
の
羅ら

し
ん
け
ん

振
軒
く
ん
が
ホ
テ
ル
を

訪
れ
、
中
国
の
弦
楽
器「
二
胡
」の
演

奏
披
露
や
団
員
と
の
歓
談
に
花
を
咲

か
せ
ま
し
た
。

《
み
な
と
振
興・国
際
交
流
課
》

▲帰国報告会では出発前より笑顔に ▲交流の思い出を語る

京
産
大
と
包
括
的
連
携
協
力
に
関
す
る
協
定
締
結

多
様
な
連
携
で
「
便
利
な
田
舎
暮
ら
し
」

　
７
月
19
日
に
「
舞
鶴
市
と
京
都
産

業
大
学
と
の
包
括
的
連
携
協
力
に
関

す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。こ
れ

は
、
本
市
が
目
指
す「
便
利
な
田
舎
暮

ら
し
」の
実
現
に
向
け
、
京
都
産
業
大

学
の
強
み
で
あ
る
情
報
技
術
や
語
学

分
野
を
生
か
し
、地
域
社
会
の
発
展
と

人
材
育
成
の
取
り
組
み
を
連
携
し
て

行
っ
て
い
く
も
の
で
す
。

　
主
な
取
り
組
み
は
、
退
職
予
定
自

衛
官
や
向
学
心
の
あ
る
市
民
を
対
象

に
し
た
リ
カ
レ
ン
ト（
学
び
直
し
）教

育
で
、
Ｉ
Ｔ
や
語
学
人
材
の
育
成
な

ど
「
未
来
創
造
・
港
湾
都
市　
舞
鶴
」

を
担
う
人
材
を
育
成
し
ま
す
。ま
た
、

学
生
が
舞
鶴
を
訪
れ
、
本
市
の
強
み

や
課
題
を
踏
ま
え
た
地
域
振
興
策
の

調
査
・
研
究
を
行
う
な
ど
、若
者
の
視

点
も
取
り
入
れ
た
地
域
創
生
に
取
り

組
み
ま
す
。

《
企
画
政
策
課
》▲同校卒業生の職員や関係者

「
地
域
連
携
サ
ポ
ー
ト
プ
ラ
ン
」協
定
締
結

地
域
公
共
交
通
や
観
光
二
次
交
通
の
課
題
解
決
へ

　
８
月
２
日
に
近
畿
運
輸
局
と「
地
域

連
携
サ
ポ
ー
ト
プ
ラ
ン
」協
定
を
締
結

し
ま
し
た
。今
後
、
公
共
交
通
へ
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
活
用
の
検
討
や
舞
鶴
港
に
寄

港
す
る
ク
ル
ー
ズ
客
船
訪
日
外
国
人

旅
行
客
の
、市
内
滞
在
・
周
遊
観
光
の

促
進
と
い
っ
た
本
市
の
交
通
課
題
に

対
し
、近
畿
運
輸
局
と
共
に
解
決
に
向

け
た
新
た
な
取
り
組
み
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。　　
　
　
《
企
画
政
策
課
》

▲締結式の様子

万
願
寺
ま
つ
り
、今
年
も
盛
大
に

夏
の
思
い
出
に
王
様
を
堪
能

　
舞
鶴
発
祥
で
と
う
が
ら
し
の
王
様

「
万
願
寺
甘
と
う
」
の
イ
ベ
ン
ト
、
万

願
寺
ま
つ
り
が
８
月
10
日
に
ふ
る
る

フ
ァ
ー
ム
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
万
願
寺
を
制
限
時
間
内
に
ど
れ
だ

け
高
く
積
み
上
げ
る
か
を
競
う
万
願

寺
タ
ワ
ー
選
手
権
や
地
元
農
家
の

コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
合
唱
な

ど
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。《

農
林
課
》

▲熱戦を繰り広げた万願寺タワー選手権



　
国
に
よ
る
西
舞
鶴
道
路
の
建
設
工

事
が
進
ん
で
い
ま
す
。
西
舞
鶴
道
路

は
上
安
～
京
田
を
結
ぶ
延
長
４・
９
㌔

４
車
線
の
幹
線
道
路
で
、
西
市
街
地

の
交
通
混
雑
の
緩
和
や
京
都
舞
鶴
港

と
舞
鶴
若
狭
自
動
車
道
と
の
ア
ク
セ

ス
改
善
を
目
指
し
ま
す
。

　
西
舞
鶴
道
路
の
建
設
に
併
せ
て
、
府

道
小
倉
西
舞
鶴
線
（
白
鳥
街
道
）
の
４

車
線
化
や
臨
港
道
路
上
安
久
線
、
市

道
引
土
境
谷
線
の
整
備
を
進
め
る
こ

と
で
、
市
内
の
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

今田地区 …現在の様子（切土・擁壁工事）

今田地区…鉄筋挿入工事

今田地区…２月時点の様子

今田地区…工事全景

倉谷

西舞鶴道路の位置図

［西舞鶴道路の概要］
　道路延長／ 4.9㌔　

　区　　間／上安〜京田
　車 線 数 ／４車線　　  

　標準幅員／ 23.25㍍　（土工部）

土木の今
進
む
、
国
道
27
号
西
舞
鶴
道
路
建
設

を
強
化
し
、
災
害
時
に
は
緊
急
輸
送
路
と

し
て
機
能
し
ま
す
。

用
地
取
得
・
工
事
が
進
む

　
工
事
を
進
め
て
い
く
上
で
必
要
な
事
業

用
地
の
取
得
率
が
７
月
末
現
在
で
約
73
㌫

（
面
積
比
）
と
な
り
ま
し
た
。

　
工
事
は
一
定
範
囲
の
用
地
が
取
得
で
き

た
と
こ
ろ
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
年

度
、
工
事
を
実
施
し
て
い
る
地
区
は
次
の

と
お
り
。

　
❖
境
谷
地
区
…
工
事
用
仮
設
道
路
工
事

　
❖
今
田
地
区
…
切
土
・
擁
壁
工
事

　
市
で
は
、
引
き
続
き
国
や
関
係
機
関
と
連

携
し
、
西
舞
鶴
道
路
の
早
期
完
成
を
目
指
し

て
、
用
地
取
得
な
ど
の
事
業
を
進
め
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
《
国
・
府
事
業
推
進
課
》
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　10 月１日から、幼稚園、保育所、認定こども園等を利用
する３～５歳児と住民税非課税世帯の０～２歳児の利用料
が無償になります。無償化の対象範囲や金額は年齢や利用
施設等で異なります。

10 月１日から幼児教育・保育が無償化

　なお、給食費、通園送迎費、行事費などは保護者負担です。
　無償化の詳細は、市ホームページで確認を

（右コードからアクセス可）。

施設類型 保育の
必要性※１ 対象者※２ 無償化上限額 無償化の

手続き

認可保育所、認定こども園（２・３号） 必要
非課税世帯の０・１・２歳児

なし 不要
３・４・５歳児

認定こども園（１号） 不要 満３・３・４・５歳児 なし 不要
幼稚園 不要 満３・３・４・５歳児 月額25,700円 必要

預かり保育（幼稚園、認定こども園（１号）） 必要
非課税世帯の満３歳児 月額16,300円

必要
３・４・５歳児 月額11,300円

認可外保育施設、一時預かり事業、病児保
育事業、ファミリーサポートセンター　※３ 必要

非課税世帯の０・１・２歳児 月額42,000円
必要

３・４・５歳児※４ 月額37,000円
児童発達支援、保育所等訪問支援 不要 ３・４・５歳児 なし 不要

【無償化の主な対象者・対象範囲】

【無償化の手続きを】
　上表「無償化の手続き」が「必要」となる施設類型で無
償化の対象になるためには、給付認定の手続きが必要です。
10 月以降に各施設を利用する人は、利用日の２週間前まで
に必要な申請書類を市へ提出してください。

　なお、施設利用の保護者へは、利用中の施設を通じてお
知らせしています。
▶詳しくは、幼稚園・保育所課（☎ 66・1009）へ。

※１　共働き家庭、ひとり親で働いている家庭等の理由で、保護者による該当児童の保育が困難である旨の認定。
※２　満３歳児は３歳の年齢に達する日から最初の３月 31 日までの子ども。３歳児は４月１日時点で３歳の年齢に達している子ども。
※３　市から確認を受けた認可外保育施設等。
※４　保育所、認定こども園等を利用できていない子どもが対象。
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公共施設予約システム　利用者登録の更新を

　公共施設を予約する際に必要な利用者登録の有効期限
は登録日から３年。今年の12月使用分から登録期限切れ
が発生します。継続して利用する場合は、更新手続が必要
です。各公共施設の窓口で手続きを。手続きの際、団体ま
たは個人の証明ができるものの掲示をお願いします（す
でに更新している場合は手続き不要）。更新は無料。詳し
くは、各施設へお問い合わせを。

《地域づくり・文化スポーツ室》

都市計画案の縦覧

　都市計画の変更に際し、開催した公聴会での意見をも
とに検討した案が縦覧できます。また、期間内には意見書
の提出ができます。

【縦覧期間】９月３日㈫～17日㈫
【縦覧場所】都市計画課、西支所、加佐分室、中公民館、南
公民館。市ホームページにも掲載

【内容】舞鶴都市計画下水道の変更（舞鶴市決定）舞鶴市公
共下水道（西処理区）
　高野川流域で発生している浸水被害を防除するため、
寺内ポンプ場及び雨水幹線並びに松陰ポンプ場を追加。
�意見書の提出

【受付期間】９月３日～17日
【提出場所】都市計画課、西支所、加佐分室、中公民館、南公民館
▶詳しくは、都市計画課（☎66・1048）へ。

都市計画見直し（案）説明会を開催

�堂奥地区、小倉地区
【日時】❖堂奥地区…10月２日㈬13時30分から
❖小倉地区…同日15時から

【場所】赤れんが２号棟
【見直し内容】区域区分、都市計画道路（溝尻小倉線）
�喜多地区

【日時】10月３日㈭19時から
【場所】喜多公民館
【見直し内容】区域区分
▶詳しくは、都市計画課（☎66・1048）へ。

全国家計構造調査のお知らせ

　総務省では、10月から全国一斉に「2019年全国家計
構造調査」を実施。この調査は、統計法に基づく「基幹統
計調査」で、国が実施する統計調査のうち特に重要な調査
として５年ごとに実施されます。
　家計における消費、所得などの実態を総合的に把握し、
その構造など全国的かつ、地域別に明らかにすることを
目的としており、調査結果は国や地方公共団体が行う各
種施策の基礎資料などに利用されます。「調査員証」を携
帯した統計調査員が市内約300の調査世帯を訪問します
ので、ご協力をお願いします。
▶詳しくは、総務課（☎66・1044）へ。

プレミアム付商品券を販売

消費税増税の影響の緩和や地域での消費喚起・下支え
を目的に、低所得者や子育て世帯向けにプレミアム付商
品券を発行。1セット5,000円分の商品券を4,000円で
販売。購入は５セットまで。

【販売期間・使用期間】
❖販売期間…10月１日㈫～来年１月31日㈮
❖使用期間…10月１日～来年２月29日㈯

【販売場所】
❖市内郵便局（簡易郵便局を除く）…平日９時～17時
❖商工観光センター…10月～来年１月の第１日曜日10
　時～16時

【対象】
❖2019年度住民税非課税者（住民税課税者と生計同一
　の配偶者、扶養親族、生活保護受給者を除く）
❖平成28年4月2日～令和元年9月30日に生まれた子が
　属する世帯の世帯主

【その他】使用可能店舗などは、後日お知らせします。
【購入方法】市発行の「購入引換券」が必要。販売期間内に
「購入引換券」と身分証明書（運転免許証や保険証など）を
持参し、販売場所へ。対象者には以下のとおり送付。
❖住民税非課税者…送付済みの「購入引換券交付申請書」
　で申請を。市で審査し、９月中旬以降、審査が完了した
　人から順次、購入引換券を送付。
❖子育て世帯…9月中旬以降に購入引換券を送付。
▶詳しくは、福祉企画課（☎66・1011）へ。

消費税率改正に伴い「し尿収集料金」を変更

　10月からの消費税率の引き上げに伴い、10月1日㈫か
ら、し尿収集料金にかかる消費税も10㌫に変更となります。
▶詳しくは、生活環境課（☎66・1064）へ。

動物の死体処理費用の変更について

　10月からの消費税率の引き上げに伴い、ペットなどの
小動物の死体処理費用と収集運搬料金を変更します。

【変更後の費用】
❖直接搬入する場合…処理費用4,730円（変更前4,600円）
❖直接搬入できない場合…処理費用4,730円＋収集運搬
　料金3,670円＝計8,400円（変更前8,200円）

【その他】
　清掃事務所への搬入時間や直接搬入できない場合に収
集を依頼する業者については、舞鶴市ごみ分別ルールブッ
ク３㌻（右コードからアクセス可）でご確認を。
▶詳しくは、生活環境課（☎66・1005）へ。
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赤十字運動へのご協力ありがとうございました

　５・６月に取り組んだ日本赤十字社活動資金募集に
587万4,337円（7月31日現在）が集まりました。寄せられ
た資金は、同社の国内外の災害救護活動や救援物資の配
布などに活用されます。
▶詳しくは、福祉企画課（☎66・1011）へ。

赤れんがパークの指定管理者を募集

　指定期間満了に伴い、赤れんがパーク（２～５号棟）を
管理・運営する指定管理者を募集します。管理・運営開
始は令和２年４月から。

【応募対象】法人や団体、複数の法人・団体による共同事
業体。個人は不可。

【応募方法】所定の申請書（観光振興課に備え付け。市ホー
ムページからダウンロード可）に必要書類を添付し同課へ
持参。業務内容や応募要件は募集要項（同課で配布。市
ホームページで閲覧可）で確認を。

【募集期間】９月12日㈭～10月21日㈪
�募集説明会を開催（申し込み不要）

【日時】９月20日㈮11時から
【場所】市役所本館
▶詳しくは、観光振興課（☎66・1024）へ。

敬老の日のお祝い

　９月16日㈷の敬老の日を中心に、長年にわたって社会
に貢献してこられた高齢者を敬い、お祝いします。

【白寿（99歳）のお祝い】50人の皆さん（大正９年４月１日～
10年３月31日生まれ）にお祝いの品を贈ります。

【米寿（88歳）のお祝い】498人（昭和６年生まれ）の皆さん
にお祝いの品を贈ります。

【その他】いずれも令和元年８月１日現在。地域ごとに敬老
行事も実施。
▶詳しくは、高齢者支援課（☎66・1013）へ。

道路や公園などの「里親」として清掃活動に参加を

　道路や公園の清掃などのボランティア活動を行う「アダ
プト・プログラムまいづる（環境美化里親制度）」の参加
者を随時募集しています。

【活動場所】 
駅周辺や道路などの公共施設（清掃場所は申請時に要相談）

【内容・対象】次の活動を実施する個人か団体。
❖活動区域内で年６回以上（２か月に１回程度）の散乱ごみ回収
❖ごみの散乱状況などの情報提供
❖環境美化に必要な活動

【その他】ごみ袋を提供。集めたごみは市が回収。事故な
どに備え、市でボランティア保険に加入します。

【申し込み方法】 所定の用紙（生活環境課に備え付け）で
同課へ。
▶詳しくは、生活環境課（☎66・1005）へ。

中学生の子育て支援医療を拡充

　市では、中学３年生までの医療費（健康保険の自己負担
額）の一部を助成しています。９月の診療分から、中学生の
通院にかかる負担額への助成が次のとおり変更になります。

【変更内容】
❖現行…月3,000円を超えた額を申請により払い戻し
❖拡充後…月1,500円を超えた額を申請により払い戻し

【申請方法】対象者の保険証、領収書、印鑑、振込口座の分
かるもの、窓口に来る人の本人確認ができるもの（免許証
など）を持参し、保険医療課か西支所保健福祉係へ。
▶詳しくは、保険医療課（☎66・1075）か西支所保健福
祉係（☎77・2263）へ。

市の人口と世帯数
人口  80,429人（-72人）　世帯  34,693世帯（- ５世帯）

男  40,176人（-48人）　女  40,253人（-24人）　※令和元年８月1日現在の推計人口。（　）内は前月比

　市議会９月定例会の日程は右表のとお
り。いずれも傍聴可。定員は本会議が先着
各38人、委員会が先着各15人。
▶詳しくは、議会事務局（☎66・1060）へ。

市議会９月定例会
（予定）

※日程は変更になることがあります。

日　時 内　容 場　所
　９月  ３ 日㈫ 10 時 30 分から 本会議（提案説明）

 市議会議場
　   　13 日㈮ 10 時から 本会議（代表質問、一般質問）

　   　17 日㈫ 10 時から 本会議（一般質問）

　 　  18 日㈬ 10 時から 本会議（一般質問、質疑）
　 　  20 日㈮ ９時から 福祉健康

市民文教
産業建設
総務消防

予算決算分科会・委員会
 議員協議会室

　　   24 日㈫ ９時から
　　   25 日㈬ ９時から
 　      26 日㈭ ９時から
　10 月１日㈫ ９時から 予算決算委員会
　  　　７日㈪ 10 時 30 分から 本会議　（委員長報告、討論、採決）  市議会議場

�手話通訳者・要約筆記者を配置
　聴覚などに障害のある人が本会議な
どを傍聴する場合、事前予約で手話通
訳者・要約筆記者を配置。
▶詳しくは、市議会ホームページへ。

市政情報
BOX
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９月23日は手話言語の国際デー

手話は、音声ではなく手や指、体などの動きや表情を
使う独自の語

ご い
彙や文法体系を持ち、ろう者にとって生

活を営むために必要不可欠な言語です。
日本で手話は、明治時代にできた「京都盲

もうあいん
唖院」など

の教育機関を中心に、言葉として確立され広がってい
きました。

これに対し、聴覚障害があっても発声や読話（いわゆ
る読唇術）を訓練し、口で会話する「口話法」を重視し、
世界各国の教育機関で手話が排除された時代がありま
した。

この間も手話はろう者にとって大切な言葉として、受
け継がれてきました。

その後、国際連合で採択された障害者の権利に関す
る条約で手話も言語に含まれることが規定され、ろう
教育は音声言語、書記言語、そして手話言語の全ての
言語を受け入れることが決まりました。

こうした歴史を踏まえ、国際連合は、9月23日を

「International Day of Sign Languages(仮訳：手話言
語の国際デー)」と宣言する決議を採択し「手話言語の
国際デー」と定めました。この日は、世界ろう連盟が誕生
した日でもあり、同連盟が国連加盟国に働きかけたこと
で日本を含む半数を超える98か国が共同提案者とな
り、無投票で承認されました。これにより、手話言語が音
声言語と対等であることを認め、ろう者の人権が完全に
保障されるよう、社会全体で手話言語についての意識
を高めるための活動を推進することが決められました。

手話言語の国際デーをきっかけに、言語としての手
話に目を向けてみてください。

《障害福祉・国民年金課》

【国からのお知らせ】

▲手話で「こんにちは」
◀手話奉仕員（入門講座）
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花
図
鑑
vol.155 ヤブラン（キジカクシ科）　　

　本州以南の山地の木の下など日陰に生える多年草。根は太くて
多く、紡

ぼう

錘
すい

形
けい

（円柱形の両端のとがったもの）に膨らむものもある。
葉は根出葉のみ、濃緑色、広線形で長さは30～50㌢ほど。秋、葉の
間から30～50㌢の花茎を出し、紫色の小さな６弁花を密集してつ
ける。果実は径５㍉ほどの球形で黒く熟する。名前の由来は、藪の
中に生え、葉がランに似ていることから。葉に白い斑の入ったもの
があり、園芸用として栽培される。根は煎じて吐き気止めなどに用
いられた。

【協力】 瓜生勝朗／市文化財保護委員（植物分野）

を
、機
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で
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す
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化
・
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エ
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計
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さ
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め
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楽
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科
学
だ
け
で
な
く
、倫
理
の
講
義

も
あ
っ
た
。「
倫
理
と
科
学
は
切
っ

て
も
切
れ
な
い
関
係
。例
え
ば
、原

子
力
の
研
究
を
し
て
い
て
、そ
の
成

果
が
自
分
の
思
っ
て
も
み
な
か
っ

た
所
で
使
わ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て

の
議
論
な
ど
、研
究
だ
け
で
な
く
、

そ
の
向
こ
う
側
に
あ
る
科
学
者
の

役
割
を
考
え
る
な
ど
、た
く
さ
ん
の

こ
と
を
吸
収
で
き
た
２
週
間
で
し

た
」と
振
り
返
る
。

英
語
を
好
き
と
思
え
る
ま
で

　
英
語
を
好
き
に
な
っ
た
の
は
中

学
３
年
の
頃
。「
日
本
人
と
カ
ナ
ダ

人
を
両
親
に
持
つ
友
達
と
市
の
ポ
ー

ツ
マ
ス
市
の
英
語
研
修
に
参
加
し

た
こ
と
が
き
っ
か
け
。そ
れ
か
ら
は
、

そ
の
友
達
と
登
下
校
中
に
英
語
で

会
話
し
た
り
、洋
画
や
洋
楽
か
ら
発

音
を
勉
強
し
ま
し
た
」。英
語
が
通

じ
な
い
時
に
は
自
信
を
な
く
す
こ

と
も
あ
っ
た
と
言
う
。「
通
じ
な
い

と
嫌
に
も
な
っ
た
け
ど
、友
達
が
根

気
よ
く
聞
い
て
、直
し
て
く
れ
た
英

文
を
リ
ピ
ー
ト
し
た
り
、メ
モ
に
書

き
留
め
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
あ

る
時
、友
達
と
の
会
話
で
使
っ
た
フ

レ
ー
ズ
が
他
の
外
国
人
と
の
会
話

で
も
伝
わ
っ
て
、自
分
の
英
語
で
も

伝
わ
る
ん
だ
と
感
じ
、そ
こ
か
ら
積

極
的
に
喋
り
出
し
ま
し
た
。そ
の
友

達
の
存
在
は
大
き
い
で
す
」。

未
来
に
向
か
っ
て
…

将
来
の
夢
は
宇
宙
関
連
の
仕
事
。

今
回
の
経
験
で
そ
の
夢
は
よ
り
強

固
な
も
の
と
な
っ
た
。「
宇
宙
関
連

の
企
業
で
研
究
職
に
就
き
た
い
と

思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。宇
宙
の

起
源
な
ど
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー（
宇
宙
論
）

に
興
味
が
あ
り
、も
の
づ
く
り
よ
り

探
究
す
る
仕
事
が
好
き
だ
と
気
付

い
た
こ
と
で
、よ
り
夢
が
絞
れ
た
気

が
し
ま
す
。大
学
も
、コ
ス
モ
ロ
ジ
ー

の
研
究
が
で
き
る
カ
ナ
ダ
の
大
学

へ
進
む
決
意
が
よ
り
強
く
な
り
ま

し
た
」。

好
き
な
英
語
は「The more I 

learn, the more I realize I don’t 
know.The more I realize I don’t 
know, the more I want to learn.

～
学
べ
ば
学
ぶ
ほ
ど
、ま
す
ま
す
自

分
の
無
知
に
気
が
付
く
。
自
分
の

無
知
に
気
が
付
け
ば
気
が
付
く
ほ

ど
、も
っ
と
も
っ
と
学
び
た
く
な
る

～
」と
い
う
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の

言
葉
だ
。ま
だ
夢
の
途
中
。無
限
の

可
能
性
を
秘
め
た
彼
の
未
来
は
、銀

河
の
よ
う
に
広
が
っ
て
い
る
。

　オーストラリアのシドニー大学で世界各国の高校生が最新の科学技術を学ぶ「オース
トラリア科学奨学生」プログラム。今年は７月８日～19日に開催され、日本からは各都
道府県の代表のうち文部科学省の選考に合格した９人が参加しました。その中の1人が
東舞鶴高校３年の遊里道さん。プログラムに参加した感想や思いを聞きました。

きらり☆東舞から宇宙へ

東舞鶴高校３年
遊里道 大智さん

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
２
週
間

「
日
本
に
帰
れ
ば
友
達
に
会
え
る

し
、ホ
ッ
と
す
る
気
持
ち
も
あ
っ
た

け
ど
帰
り
た
く
な
い
と
い
う
気
持

ち
の
方
が
強
か
っ
た
。
今
で
も
戻

り
た
い
」。現
地
で
は
講
義
は
も
ち

ろ
ん
、日
常
会
話
も
全
て
英
語
だ
。

「
不
安
よ
り
も『
や
っ
て
や
ろ
う
』と

い
う
気
持
ち
が
大
き
か
っ
た
。
頑

張
っ
て
き
た
と
い
う
自
信
が
あ
っ

た
が
、ま
だ
ま
だ
だ
っ
た
。い
ろ
ん

な
国
の
学
生
が
い
て
英
語
も
速
か
っ

た
り
ア
ク
セ
ン
ト
が
違
っ
た
り
と

大
変
だ
っ
た
が
、１
週
間
も
す
れ
ば

耳
も
慣
れ
た
。そ
れ
で
も
、講
義
や

実
験
の
時
に
、言
い
た
い
こ
と
を
英

語
に
で
き
ず
、も
ど
か
し
い
思
い
も

し
た
。で
も
諦
め
た
ら
終
わ
り
。一

緒
に
参
加
し
て
い
る
学
生
に
聞
い

た
り
、講
義
で
出
た
図
表
を
写
真
に

撮
っ
て
後
で
見
直
し
た
り
と
努
力

し
ま
し
た
」と
感
想
を
語
る
。

平
日
に
は
１
日
に
２
つ
の
講
義

と
２
つ
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
。
休

日
は
フ
リ
ー
だ
。「
講
義
で
は
、生
物
、

物
理
、宇
宙
論
、地
学
な
ど
を
２
週

間
か
け
て
幅
広
く
学
び
、最
先
端
の

研
究
を
し
て
い
る
一
流
の
教
授
か

ら
多
彩
な
話
が
聞
け
た
。ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
で
は
、各
学
科
で
本
格
的
な

実
験
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。中
で
も
、

名
前
を
伏
せ
ら
れ
た
薬
品
の
正
体

Vol.68
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第17回

「
海
辺
の
京
都 

浮
世
絵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

新
版
浮
絵
浦
島
龍
宮
入
之
図

(   

　
　
　   
　
　
　
　
　
　
）

【
絵
師
】
勝
川
春
朗
（
葛
飾
北
斎
）【
年
代
】
寛
政
年
間
（
１
７
８
９
～
１
８
０
１
）

【
大
き
さ
】24・８
㌢
×
36・４
㌢　
※
実
物
は
９
月
30
日
㈪
ま
で
ふ
る
さ
と
発
見
館（
郷
土
資
料
館
）で
展
示
中
。

今
月
は
「
西
洋
文
化
と
の
出
合
い
」
を
テ
ー
マ
に
作
品
を
展
示
。

し
ん
ぱ
ん
う
き
え
う
ら
し
ま
り
ゅ
う
ぐ
う
い
り
の
ず

　自治会・ボランティア団体・学校・サークル団体などの活動を紹介（応募多数の場合選考）。右コードからアクセス可。
　▶詳しくは、広報広聴課（☎66・1041）へ。

掲載団体を随時募集中

FRATELLO
Maizuru Futsal Team

自治会・ボランティア団体・学校・サークル
団体などの活動を紹介夢中になる時間Our community

　2016 年に誕生したフットサルチーム「フ
ラテーロ」です。フラテーロには複数のチー
ムが所属しており、競技系のトップチームや
２軍にあたるサテライトチーム、40 歳以上
を中心に構成されたチーム、女子チーム、小・
中・高校生まで、総勢 100 人の選手・スタッ
フがいます。
　フットサルは楽しむスポーツ。エクササイ
ズや遊び感覚で参加できるフットサルもあり
ますので、どんな方でも全力で楽しんでいた
だけます。
※詳しくはホームページで（右下コードからアクセス
　可）。

 【問い合わせ先】同チームの小原さん
　（☎ 080・6197・7911、
　メール：chosinsei.benta@icloud.com）

202019 広報まいづる 9月号

葛か
つ
し
か
ほ
く
さ
い

飾
北
斎
と
い
う
名
前
を
一
度
は

聞
い
た
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
今
月
紹
介
す
る
の
は
糸

井
文
庫
の
中
で
唯
一
の
北
斎
作
品
で

す
。
北
斎
は
90
歳
で
亡
く
な
る
ま
で
、

生
涯
で
30
回
以
上
も
改
名
し
た
と
さ

れ
て
い
ま
す
。「
勝か

つ
か
わ
し
ゅ
ん
ろ
う

川
春
朗
」
は
、
安

永
８
（
1
7
7
9
）
年
～
寛
政
６

（
１
７
９
４
）
年
ま
で
の
浮
世
絵
師
と

し
て
デ
ビ
ュ
ー
し
て
間
も
な
い
期
間

に
北
斎
が
名
乗
っ
た
画
号
で
す
。

場
面
は
龍
宮
城
に
着
い
た
浦
島
太

郎
（
中
央
左
の
腰
蓑み

の
を
つ
け
た
人
物
）

が
龍
宮
城
の
人
々
に
歓
迎
さ
れ
て
い

る
様
子
。
こ
の
作
品
は
「
浮う

き
え絵
」
と
呼

ば
れ
る
技
法
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
浮

絵
と
は
、西
洋
の
遠
近
法
を
取
り
入
れ
、

奥
行
き
の
あ
る
空
間
表
現
を
強
調
し

た
浮
世
絵
の
一
様
式
。
若
か
り
し
北
斎

も
浮
絵
を
得
意
と
し
て
お
り
、
精
巧
な

遠
近
表
現
で
龍
宮
城
の
奥
行
き
感
が

見
事
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。
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☆
全
国
中
学
校
体
育
大
会

　
（
８
月
17
日
～
24
日
、大
阪
府
、京
都
府
、

滋
賀
県
）

　

❖
水
泳
競
技（
１
０
０
㍍
、２
０
０
㍍
平

　
　

泳
ぎ
）…
鍵
本
彩
夏（
城
北
中
３
年
）

　

❖
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
…
北
川
勝
斗
、

　
　
坂
根
崇
文
、内
藤
拓
磨
、橋
本
光（
以

　
　
上
、城
南
中
３
年
）

　

❖
陸
上
競
技（
１
０
０
㍍
）…
圡
淵
龍
之
助

　
　
（
城
南
中
３
年
）

　

❖
軟
式
野
球
競
技
…
青
葉
中
学
校
野
球
部

☆
全
国
J
O
C
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ

　

夏
季
水
泳
競
技
会（
8
月
24
日
・
25
日
、

東
京
都
）

　

❖
１
０
０
㍍
、２
０
０
㍍
平
泳
ぎ
…
鍵
本

　
　
彩
夏（
城
北
中
３
年
）

☆
日
本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ
２
０
１
９

　

ぎ
ふ
清
流
大
会 

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
会

（
９
月
21
日
～
24
日
、岐
阜
県
）

表
良
一（
白
滝
）

（
以
上
敬
称
略
）

ア
ジ
ア
大
会
に
出
場

☆
ア
ジ
ア
エ
ー
ジ
グ
ル
ー
プ
選
手
権（
水
泳
）

　
（
９
月
24
日
～
27
日
、イ
ン
ド
）

　

❖
１
０
０
㍍
、２
０
０
㍍
平
泳
ぎ
…
鍵
本

　
　
彩
夏（
城
北
中
３
年
）

国
際
交
流
試
合
に
出
場

☆
日
韓
青
少
年
夏
季
ス
ポ
ー
ツ
交
流
及
び
福

　

島
県
青
少
年
交
流（
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）

　
（
８
月
16
日
・
17
日
、京
都
府
）

正
楽
寺
志
温（
余
内
小
６
年
）、高
田
麗（
吉

原
小
６
年
）、中
川
斗
輝
、西
村
太
陽（
以

上
、新
舞
鶴
小
６
年
）

☆
日
韓
青
少
年
夏
季
ス
ポ
ー
ツ
交
流（
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
）（
８
月
18
日
～
22
日
、京
都
府
）

吉
岡
夢
依（
城
南
中
３
年
）

全
国
大
会
に
出
場

☆
第
一
生
命
全
国
小
学
生
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

（
７
月
27
日
～
30
日
、東
京
都
）

篠
田
拳
汰（
中
筋
小
６
年
）

☆
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会

　
（
８
月
６
日
～
21
日
、兵
庫
県
）

奥
野
翔
琉（
明
徳
義
塾
高
２
年
、福
井
小

出
身
）

☆
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　
（
８
月
17
日
～
20
日
、熊
本
県
）

　

❖
水
泳
競
技（
１
０
０
㍍
、２
０
０
㍍
バ
タ

　
　

フ
ラ
イ
）…
髙
松
直
仁（
綾
部
高
３
年
、

　
　
青
葉
中
出
身
） 国

際
大
会
、国
際
交
流
試
合
、全
国
大
会

等
出
場
者
を
紹
介

問題
１
問題
2

問題
3

　舞鶴の特産品やお土産などを抽選でプレゼントします。
問題の○に当てはまる文字や数字をお答えください。ヒント
は紙面の中に。

▪「広報まいづる」について、あなたの満足度は、次の①～④のうち
　どれですか？

①大変良い　②良い　③不満　④大変不満
▪広報まいづる９月号で面白かった記事は何ですか？
▪海上自衛隊とのエピソードはありますか？
▪８～11㌻を読んで、ウズベキスタンへどのような印象を受けましたか？

【８月号の答え】
①SDGｓ　②高野川　③40

「はがき」か「市ホームページ応募フォーム」で①クイズの答え②「広報まいづる」アンケートの回答③住所④氏名（ふりがな） ⑤年齢
⑥電話番号⑦広報紙や市政へのご意見などを記入し、９月25日㈬（消印有効）までに広報広聴課へ。
※応募は１人１通。当選者は全問正解者の中から抽選のうえ決定。発表は発送をもって代えさせていただきます。
※お寄せいただいた感想、ご意見は、匿名で広報紙に掲載することがあります。アンケートやご意見の内容は抽選に影響しません。

応
募
方
法

クイズに答えてステキな商品を当てよう！

❖はがき　〒 625-8555（住所不要）　舞鶴市役所広報広聴課あて
❖市ホームページ応募フォーム

広報クイズ
舞鶴は〇〇自衛隊のあるまち

ウズベキスタンの〇〇〇〇〇・柔道
のホストタウン・舞鶴

戦国時代にタイムスリップ？
田辺籠城〇〇まつり

【広報まいづるアンケート】

９月号プレゼント
松栄館のお食事券（1,000円分）を５名様に

海軍御用達の老舗旅館だった松栄館が洋食レストランとし
て復活。「海軍割烹術参考書」のメニューとレシピを当時のま
ま再現しています。明治の海軍から始まった洋食の味を、海
軍ゆかりの空間で、ぜひ賞味ください。
提供 : 松栄館（市内字浜 18、☎ 65・5007）

広報まいづる８月号21㌻「全国大会等出場者を紹介」の出身校に誤りがありました。お詫びして訂正します。
❖ソフトボール競技…田中地清高（綾部高２年、城南中出身→加佐中出身）お詫びお詫び21
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人権の輪 車いすのマークの駐車スペース

車いすのマーク  
（国際シンボルマーク）
の付いた駐車スペース
は、車いす利用者や歩
行が困難な人のための
特別なスペースです。
写真のように、ドアを

全開にでき、車いすなどが入れる広さが確保されています。
Aさんは、車いすが必要な親族と車で出かけたときにこの

スペースを利用するのですが、車が停まっていて駐車できな
いこともあるそうです。そんなときは、乗り降りしやすいよう、
一般の駐車スペースで２台分が並んで空いている所を探して
停めます。降りる時はいいのですが、買い物を済ませて戻って
くると、隣にほかの車が停まっていることが多く、車いすが乗
り込めるよう広い場所まで車を移動しなくてはいけないそう
です。もし、車いす利用者が一人で車で出かけ、同じように車
に乗り込めなくなった場合、隣の車が移動するまで帰れない

ということにもなりかねません。
そんな車いすマークの駐車スペース、本当に必要としてい

る人が利用できている割合はどれくらいでしょうか。一般社
団法人「障がい者社会参画支援機構」が調査したところ、実際
このマークの駐車スペースに駐車している台数のうち、歩行
が困難な人など「適正利用」と確認されたのは約２割で、残り
の約８割は健常者だとみられるといいます。

この駐車スペースの多くは、建物の出入り口に近い所に設
けられていることから「雨が降っていたから」「ちょっとの間だ
けなので」などの理由で、このスペースを利用しなくても大丈
夫な人が駐車してしまうようです。その人たちにとっては「た
またまちょっと停めた」だけのことでも、そのスペースを必要
としている人にとっては「停めたいのに停められない」ことに
なります。車いすマークの駐車スペースは特別に設けられた
場所です。「空いているからいいや」ではなく、常に空いている
ことがその場所を本当に必要としている人にとって大切なの
です。　　　　　　　　　　　　　　　　《人権啓発推進室》

秋ナスをシンプルな揚げ出しに。ナスはスポンジ状で
よく油を吸うので、油の中でも身体に良いオリーブ油を
使用。諸説あることわざ「秋ナスは嫁に食わすな」の意味
の一つに、身体を冷やす効果があるナスを食べて嫁が体
調を崩さないようにというものがありますが、現代の９
月はまだまだ残暑が厳しいので、むしろぴったりかもし
れませんね。　　　　　【協力】谷口久美子（食生活指導士）

 Vol.39

簡単レシピで手軽にヘルシー

まいづるレシピ帖
秋ナスの揚げ出し

だし汁を作るときは市販のだしパックにさらに昆布
や煮干し、削りぶしを足したり水を少なめにすると濃
いだしが出て塩分に頼らずしっかりした味付けに。顆
粒だしを使うときは顆粒に塩分が含まれているため醤
油を少し控えめにすると良いです。

一言メモ

材料［４人分］

作り方

❖ナス…２本（350㌘）
❖青ネギ…20㌘
❖ダイコン…100㌘
❖花かつお…2.5㌘

❖オリーブ油…大さじ２
❖だし汁…130㍉㍑
❖みりん…大さじ３
❖薄口醤油…大さじ2.5

①ナスはヘタを取る。皮は間隔をあけて縦方向にむき、縞
模様にする。横半分に切り、太い下側は縦に６等分、細い
部分は４等分に切り７分ほど水にさらして水分を拭く。

②青ネギは小口切りにし水にさらす。ダイコンは皮を剥い
てダイコンおろしにしてざるにあげ、軽く水気を切る。

③フライパンにオリーブ油を敷きナスを中火で薄く焦
げ目がつく程度に揚げ焼きにし油を切る。ナスを器
に盛り花かつお、ダイコンおろし、青ネギを乗せる。

④Ⓐを小鍋で沸騰させ、③の器にまわしかける。

１人分 137㌔㌍　塩分２㌘

舞鶴の食材…ナス、ネギ、ダイコン ｛Ⓐ

乗り降りのために広い余地が必要
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ドクターT のひとりごと その
80

　水道水を蛇口から直接飲める国は世界で 15 か国くらい
で、ましてやお風呂やトイレにまで飲める水を使う国は極め
て少ない。日本では水道水を身近に感じていて、そのありが
たさを実感しない生活をしているため、500㍉㍑のペット
ボトル水を 100 円（水道水なら 0.07 円）で買うことに違和
感が無いのだろう。水道水の味や安全性を問題視している
人もいるかも知れない。しかし、日本の水道は、水道法による
51 項目の水質基準をクリアしているのに対して、市販のミ
ネラルウオーターの水質基準は、食品衛生法による 43 項目
である。検査項目数が多い水道水は、より厳しい基準をクリ
アした安全で安心な水と言える。また、水道水には塩素が注
入されており、一旦口をつけても雑菌が繁殖しにくいが、糖
分の多い市販の清涼飲料水は夏場では、飲み残し後の雑菌の
過剰な繁殖が問題となる。運動後の水分補給にはスポーツド
リンク程度でよいが、過剰な発汗、発熱、おう吐や下痢のとき
には、脱水症にならないように、水道水 1 ㍑に対し、塩を小
さじ 1/2 杯 、砂糖を大さじ 4.5 杯混ぜれば「経口補水液」 と
しても活用できる。味について①ミネラルウオーター②蛇口
から出した直後の水道水③ 1 日経過した水道水、の３群で
評価をした部内での結果からは③が美味しいと答えた人が
多かった。殺菌効果のある塩素成分の味を気にする人もいた
が、冷やした水道水は美味しいとの評価であった。

安全・安心な水道水
　今回はウズベキスタンの食文化をお話し
します。
　ウズベキスタンは中央アジアの真ん中にある国で、シルク
ロード時代からアジアとヨーロッパの文化が交わり合う地域
として栄えてきたことは以前お話ししました。何百年も国際
的な交流を積み重ねてきたウズベキスタンでは、世界中の食
文化を楽しむことができます。
　例えば、ロシア料理のピロシキに似たサムサ（窯で焼いたパ
ンの中に香辛料で味付けした肉や玉ねぎが入っているもの）と
いう料理が町中どこでもで売られていますし、中華料理のチャ
ーハンのようなプロフは慶事イベントで振る舞う伝統料理で
す。他にも韓国料理やトルコ料理、グルジア料理などを香辛料
でウズベキスタン風にアレンジしたものなどがあります。
　日本の主食である米も、ウズベキスタンでもよく食べられて
いますが、主食はノン（窯で焼いたパン）です。ノンは、地域によ
って味も形も異なります。私はタシケントの出身なのでタシケ
ントの柔らかくて焼きたてのノンが大好きです。
　日本からウズベキスタンは約 6,000㌔離れていますが、日本
のうどんや肉じゃがに似た料理もあります。これらも香辛料で
ウズベキスタン風にアレンジしていますので、一度食べ比べて
みてください。私が開催している料理教室でも食べられますよ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《スポーツ振興課》    

ウズベキスタンの食文化
国際交流員  レ・アルトゥル
ウズベキスタンの文化

水でカップ麺を作りました！
　災害時の備えは万全ですか？非常食に、水やインスタント食品
を常備している人は多いと思います。そこで、災害時にお湯が沸
かせない状況を想定し、常温の水でカップ麺を作ってみました。

　　

　子どもによく起こりうる症状への対処法を紹介
します。
発熱
　子どもの急な発熱。でも、ほとんどの場合は慌てなくて大丈夫！
熱で脳がやられたり、後遺症が残ったりすることはなく、熱の高さ
と病気の重さとはほとんど関係ありません。ただし、発熱時に異
常行動が認められる場合がありますので、最初の２日間は注意
しましょう。インフルエンザの場合は、特に注意が必要です。

【こんな時はすぐに受診を】

❖３か月未満児の発熱❖熱が 42 度を超える❖食べたり飲んだ
りできない❖周囲に関心を示さない❖眠れていない

【対応】❖寒気があるときは温かく❖熱が上がりきって熱いときは
動脈のある脇の下や足の付け根を冷やす❖熱めのお湯に浸したタ
オルをよく絞って体を拭いてあげる
※熱がある程度下がって楽そうな時には汗をさっと流してあげる

　と気持ちがいいでしょう

【解熱剤の使用】39 度を目安に、熱でしんどいようなら５～６時
間の間隔をあけて使いましょう。食べたり飲んだりできるように
してあげることが目的なので、熱があってもいつもどおりにして
いるなら使用する必要はありません。　　　　　　《地域医療課》

小児医療の虎の巻
監修　舞鶴医療センター　母子保健・
小児医療センター部長　小松 博史先生

お役立ち情報をお届け！！

❖袋麺…袋に直接水を入れて 20 分。麺を砕
　いて、粉末スープを適量入れると、そのま
　まスナック感覚で食べることもできる。
❖カップ麺（ラーメン）…30 分。冷やしラ
　ーメンのよう。粉末が少し溶け残ったり、
　少し芯が残る具も。
❖カップ麺（うどん）…30 分。もちもちし
　た食感。粉末は完全には溶けなかった。
❖カップ焼きそば…20 分。ソースが絡みに
　くく、麺が油っぽかった。　
　時間をかければ、水でも作ることができ
るという結果になりました。ただし、災害時
には井戸水などは汚染されている可能性が
あるため、ペットボトルの水を使うなど、衛
生面にご注意ください。
　　　　　　　　　　　　　《消防本部》
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市
内
の
若
者
や
求
職
中
の
人
に
向
け
て

舞
鶴
の
「
働
く
場
」
を
紹
介
す
る
ウ
オ
ッ

チ
グ
ッ
ド
カ
ン
パ
ニ
ー
。
今
回
は
、
日
立

造
船
株
式
会
社
舞
鶴
工
場
内
に
あ
る
機
械

事
業
本
部
で
岡
村
さ
ん
と
奥
田
さ
ん
に
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

奥
田
さ
ん
　
所
属
は
電
子
制
御
ビ
ジ
ネ
ス
ユ

ニ
ッ
ト
電
子
機
器
製
造
部
で
す
。
主
に
鉄

道
車
両
や
船
舶
で
制
御
部
品
と
し
て
使
用
さ

れ
て
い
る
電
子
ユ
ニ
ッ
ト
や
鉄
道
版
ド
ラ
イ

ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
で
あ
る
「
ト
レ
イ
ン
レ
コ
ー

ダ
ー
」
を
製
造
し
て
い
ま
す
。
「
ト
レ
イ
ン

レ
コ
ー
ダ
ー
」
は
、
車
両
の
前
方
や
車
内
の

映
像
を
デ
ジ
タ
ル
で
記
録
す
る
装
置
で
、
事

象
を
確
認
す
る
た
め
に
現
在
多
く
の
電
車
に

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
身
近
な
と
こ
ろ
で
は

「
特
急
ま
い
づ
る
」
の
運
転
席
に
も
取
り
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
主
な
仕
事
は
、
生
産
計
画
と
工
程
管
理
で

す
。
人
の
命
を
乗
せ
て
運
ぶ
鉄
道
や
船
舶
な

ど
の
重
要
な
部
品
製
造
の
た
め
、
作
業
工
程

に
ミ
ス
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
製
品
を
作
る
と

き
、
何
本
の
ね
じ
を
締
め
終
わ
っ
た
の
か
、

１
本
締
め
る
た
び
に
画
面
で
本
数
が
全
自
動

で
確
認
で
き
た
り
、
作
業
の
工
程
を
録
画
で

き
た
り
す
る
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
る
な
ど
、
あ

ら
ゆ
る
工
程
で
ミ
ス
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に

管
理
・
検
証
し
て
い
ま
す
。
ど
う
す
れ
ば
欠

陥
品
を
出
さ
な
い
か
を
常
に
考
え
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

岡
村
さ
ん
　
一
つ
で
も
製
品
に
不
具
合
が

出
れ
ば
、
全
て
の
製
品
を
回
収
す
る
こ
と

に
な
り
、
大
き
な
損
失
が
出
て
し
ま
い
ま

す
。
同
時
に
、
今
ま
で
築
い
て
き
た
社
会

的
な
信
頼
も
失
い
ま
す
。
そ
う
な
ら
な
い

た
め
に
、
製
品
を
組
み
立
て
る
人
の
ス
キ

ル
に
関
係
な
く
正
確
に
作
業
で
き
る
よ
う

作
業
を
管
理
す
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、

現
状
よ
り
も
、
さ
ら
に
改
善
で
き
る
や
り

方
を
日
々
模
索
し
て
い
ま
す
。
作
っ
て
い

る
製
品
が
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
に
近
く
、
多

品
種
・
少
量
生
産
な
の
で
、
ど
う
し
て
も

機
械
化
で
き
な
い
部
分
が
あ
り
ま
す
が
、

今
後
は
で
き
る
範
囲
で
、
作
業
工
程
も
機

械
化
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

奥
田
さ
ん
　
仕
事
で
携
わ
っ
て
い
る
電

子
・
デ
ジ
タ
ル
の
分
野
は
日
々
進
化
し
、

刻
々
と
変
化
し
て
い
る
の
で
、
仕
事
で
も

ど
ん
ど
ん
新
し
い
依
頼
が
あ
り
ま
す
。

岡
村
さ
ん
　
新
し
い
製
品
に
携
わ
れ
る
の

で
や
り
が
い
を
持
っ
て
仕
事
を
で
き
て
い

ま
す
。

奥
田
さ
ん
　
中
学
の
頃
か
ら
将
来
は
電
子

分
野
で
「
も
の
づ
く
り
」
に
携
わ
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
高
校
に
入
学
後

「
電
子
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
専
攻

し
、
今
の
職
場
に
就
職
し
ま
し
た
。
今
の

職
場
は
と
て
も
居
心
地
が
い
い
で
す
。
住

み
慣
れ
た
舞
鶴
で
こ
の
よ
う
な
仕
事
が
で

き
、
満
足
し
て
い
ま
す
。

日
立
造
船
株
式
会
社 

舞
鶴
工
場

　舞鶴市の代表的な企業「日立造船」。平成
14年に造船事業をジャパン マリンユナイ
テッド㈱に移管した後、ごみ焼却発電施設
をはじめ、海水淡水化プラントや上下水・
汚泥再生処理プラントなどを製造。造船事
業も完全に縁が切れたわけではなく、船舶
用の大きなディーゼルエンジンは熊本の
有明工場などで製造している。舞鶴の機械
事業本部では、そんな大型の機械ではなく、
映像記録機器などの精密機器の開発と生産、
制御盤の組み立てを中心に行っている。

日立造船㈱プロフィール

Watch Good Company ！
ウオッチ　グッド　カンパニー

トレインレコーダーの検証実験

繊
細
×
新
し
い
も
の
づ
く
り

トレインレコーダーは特急まいづるにも

インタビューした奥田さん（左）と岡村さん（右）

細部まで抜かりのない作業 ねじ締めも画面で録画や記録をつけながら作業
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禁煙の第一歩
「家族といるとき
完全禁煙」

ホ
ッ
ト
な

健
康
情
報
を
お
届
け
！

問 

健
康
づ
く
り
課（
☎
65
・
０
０
６
５
）

改
正
さ
れ
た
健
康
増
進
法
の
一
部
施
行
で
、７
月
か

ら
学
校
や
病
院
な
ど
で
も
敷
地
内
原
則
禁
煙
が
始
ま
り

ま
し
た
。今
回
の
ル
ー
ル
改
正
は
特
に
受
動
喫
煙
、つ
ま

り
、タ
バ
コ
を
吸
わ
な
い
・
吸
い
た
く
な
い
人
が
煙
を

吸
い
込
ま
ず
に
済
む
社
会
に
向
け
た
動
き
で
す
。喫
煙

者
の
中
に
も
、や
め
た
い
け
れ
ど
禁
煙
に
踏
み
切
れ
な
い
、

何
度
も
失
敗
し
た
と
い
う
人
も
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、ま
ず
は
あ
な
た
の
大
切
な
家
族
を
守
る
た

め
の
第
一
歩
に「
家
族
と
い
る
と
き
完
全
禁
煙
」で
禁
煙

へ
の
道
に
か
か
る
煙
を
晴
ら
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

愛
す
る
人
が
力
に
な
る

成
長
過
程
の
子
ど
も
や
胎
児
は
、大
人
以
上
に
タ
バ

コ
の
影
響
を
受
け
ま
す
。長
い
時
間
を
一
緒
に
過
ご
す

家
族
は
な
お
さ
ら
。家
族
を
守
る
た
め
と
い
う
思
い
が
、

タ
バ
コ
の
依
存
性
と
戦
う
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な
り
ま
す
。

タ
バ
コ
の
煙
に
含
ま
れ
る
有
害
物
質
は
、流
産
や
早
産
、

低
出
生
体
重
児
の
原
因
に
。ま
た
、喫
煙
者
の
母
乳
に
は

ニ
コ
チ
ン
な
ど
の
有
害
成
分
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が

分
か
っ
て
い
ま
す
。赤
ち
ゃ
ん
が
煙
を
吸
い
込
む
と
気

管
支
炎
、肺
炎
・
喘
息
な
ど
の
原
因
に
な
る
ほ
か
、乳
児

突
然
死
症
候
群（SIDS

）の
リ
ス
ク
を
高
め
ま
す
。ま
た
、

家
族
が
タ
バ
コ
を
吸
う
と
、子
ど
も
が
将
来
タ
バ
コ
を

吸
う
確
率
が
高
く
な
る
こ
と
も
分
か
っ
て
い
ま
す
。

「
自
分
流
」の
分
煙
、効
果
は
あ
る
の
？

▪
換
気
扇
の
下
で
吸
え
ば
OK
？　

換
気
扇
の
下
で
も
全

て
の
煙
を
排
気
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、

タ
バ
コ
由
来
の
有
害
物
質
が
ソ
フ
ァ
や
カ
ー
テ
ン
な
ど

に
付
着
し
て
残
留
し
、そ
れ
が
汚
染
源
と
な
っ
て
有
害

物
質
に
さ
ら
さ
れ
て
し
ま
う「
三
次
喫
煙（
残
留
受
動
喫

煙
）」が
起
こ
る
こ
と
も
分
か
っ
て
い
ま
す
。

▪
ベ
ラ
ン
ダ
で
吸
え
ば
OK
？　
窓
や
サ
ッ
シ
の
す
き
間

か
ら
室
内
に
タ
バ
コ
の
煙
が
入
っ
て
き
ま
す
。ま
た
、有

害
成
分
は
喫
煙
後
も
45
分
程
度
は
呼
気
に
含
ま
れ
、一

酸
化
炭
素
な
ど
の
ガ
ス
状
成
分
は
洋
服
や
口
臭
か
ら
数

時
間
発
生
す
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

▪
空
気
清
浄
機
を
置
い
て
い
れ
ば
OK
？　
空
気
清
浄
機

は
、タ
ー
ル
な
ど
の
粒
子
状
成
分
は
除
去
で
き
て
も
、ガ

ス
状
有
害
物
質
は
除
去
で
き
ま
せ
ん
。

▪
加
熱
式
タ
バ
コ
な
ら
吸
っ
て
も
OK
？　

加
熱
式
タ
バ

コ
に
も
紙
巻
き
タ
バ
コ
と
ほ
ぼ
同
程
度
の
ニ
コ
チ
ン
な

ど
が
含
ま
れ
て
お
り
、低
濃
度
で
あ
っ
て
も
さ
ま
ざ
ま
な

有
害
物
質
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。煙
や
蒸
気
が
目
に
見

え
な
か
っ
た
り
臭
い
が
少
な
く
て
も
、長
期
間
吸
い
込
む

こ
と
で
健
康
に
悪
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

「
吸
い
た
い
気
持
ち
ス
イ
ッ
チ
」を
見
つ
け
て
克
服

❖
行
動
パ
タ
ー
ン
を
変
え
る
…「
目
覚
め
の
一
服
」と

健康教室と相談カレンダー 申 問 健康づくり課（☎65・0065）
対象 日時 内容 定員 料金 申し込み

健やか育児相談 乳幼児の保護者 ９月９日㈪
９時30分～11時

❖育児の悩み相談
❖歯・食事の相談 など なし 無料 不要

歯っぴースマイル教室
（２歳児むし歯予防教室）

２歳６か月児 H28.10.1～H29.3.31生まれ ９月12日㈭
９時～10時45分 ❖歯の話

❖歯科健診
❖フッ素塗布 

先着
各20人 300円 前日までに

電話で
２歳児 H29.4.1～9.30生まれ

２歳６か月児 H28.10.25～H29.4.23生まれ 10月３日㈭
９時～10時45分２歳児 H29.4.24～10.22生まれ

離乳食教室 ５～６か月児の保護者 ９月27日㈮
14時～15時30分 ❖離乳食の話と試食 先着

15人 無料 前日までに
電話で

助産師相談 妊産婦、新生児・乳児 ９月４日㈬
９時～11時

❖妊娠中の相談
❖産後や子育ての相談 なし 無料 不要

い
っ
た
自
分
の
な
か
で
ル
ー
テ
ィ
ン
に
な
っ
て
い

る
行
動
の
順
序
を
変
え
た
り
、コ
ー
ヒ
ー
や
ア
ル

コ
ー
ル
な
ど
喫
煙
と
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
行
動

が
あ
れ
ば
控
え
る
。

❖
き
っ
か
け
と
な
る
環
境
を
改
善
…
タ
バ
コ
や
ラ
イ

タ
ー
な
ど
を
家
や
車
の
中
に
持
ち
込
ま
な
い
よ
う

に
す
る
。喫
煙
所
に
近
づ
か
な
い
、一
服
に
誘
わ
れ

て
も
つ
い
て
行
か
な
い　
な
ど
。

❖
代
わ
り
に
他
の
行
動
を
実
行
…
口
さ
み
し
い
と
き

に
水
や
お
茶
を
飲
ん
だ
り
、軽
い
運
動
を
し
た
り
、

糖
分
の
少
な
い
ガ
ム
を
か
ん
だ
り
し
て
気
を
紛
ら

わ
せ
る
。

本
格
的
に
禁
煙
に
取
り
組
む
と
き
に
は
禁
煙
外
来
へ

家
族
と
い
る
と
き
完
全
禁
煙
に
も
慣
れ
、本
格
的
に

禁
煙
に
取
り
組
も
う
と
思
っ
た
ら
禁
煙
外
来
が
お
す

す
め
。何
人
も
の
人
が
挑
戦
と
失
敗
を
繰
り
返
す
禁
煙
。

ニ
コ
チ
ン
は
依
存
性
が
高
く
、覚
悟
や
精
神
力
で
乗
り

越
え
る
の
は
困
難
で
す
。「
意
志
が
弱
い
」「
だ
ら
し
が

な
い
」な
ど
の
理
由
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。禁
煙
に
取
り

組
ん
で
い
る
人
に「
ど
う
せ
失
敗
す
る
で
し
ょ
」な
ど

の
言
葉
で
は
な
く
、励
ま
し
、寄
り
添
う
声
を
か
け
て

く
だ
さ
い
。

禁
煙
外
来
や
禁
煙
補
助
薬
を
利
用
す
る
と
、ニ
コ
チ

ン
切
れ
の
症
状
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
、比
較
的
楽

に
取
り
組
め
ま
す
。禁
煙
の
成
功
率
は
自
力
に
比
べ

て
３
～
４
倍
に
。健
康
保
険
の
適
用
基
準
を
満
た
し

て
い
る
場
合
、約
３
か
月
で
１
３
，０
０
０
～
２
万
円
。

来
年
４
月
に
は
飲
食
店
な
ど
ま
す
ま
す
禁
煙
の
場
所

が
増
え
ま
す
。禁
煙
に
成
功
し
て「
吸
え
な
い
イ
ラ
イ

ラ
」な
く
２
０
２
０
年
を
迎
え
ま
し
ょ
う
！
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舞
鶴
医
療
セ
ン
タ
ー
附
属
看
護
学
校  

（
☎
63
・
４
３
３
８
、ＦＡＸ
63
・
３
０
１
４
）

《
学
校
公
開
》時
９
月
14
日
㈯
13
時
～
16
時

内
学
校
案
内
や
教
員
に
よ
る
模
擬
授
業
な
ど

対
中
学
生
以
上
申
前
日
の
12
時
ま
で
に
電
話
か

同
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。

《
公
開
講
座
》時
９
月
28
日
㈯
13
時
～
16
時（
受
け

付
け
は
12
時
30
分
か
ら
）内
指
ヨ
ガ
や
血
管
年
齢
測

定
な
ど
定
先
着
80
人
程
度

申
前
日
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
同
校
へ
。

葦
谷
砲
台
跡
と
千
歳
元
文
殊
伝
説
を
歩
く

時
10
月
９
日
㈬
９
時
～
15
時（
雨
天
の
場
合
16
日
㈬

に
延
期
）場
千
歳
地
区（
浦
入
）内
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
と

遺
跡
発
掘
調
査
結
果
か
ら
千
歳
５
，０
０
０
年
の
古

代
文
化
を
学
ぶ
対
18
歳
以
上
で
市
内
在
住
の
人

定
先
着
15
人
申
９
月
３
日
㈫
～
20
日
㈮
に
電
話
で

大
浦
会
館（
☎
68
・
２
０
１
０
）へ
。

井
﨑
敬 

陶
芸
展

時

９
月
５
日
㈭
～
10
月
２
日
㈬
10
時
～
16
時

場

サ
ロ
ン「
ぽ
ー
れ
ぽ
ー
れ
」
問

同
サ
ロ
ン（
☎

63
・
３
０
０
８
、ＦＡＸ
62
・
９
５
４
６
）

ブ
ル
ー
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
９
～
海

の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
た
ち
～

時
10
月
６
日
㈰
10
時
～
16
時
場
西
港
第
３

ふ
頭
内
巡
視
船
や
関
係
機
関
参
加
船
艇
の
体
験
乗

船
・
一
般
公
開
、制
服
試
着
な
ど
問
第
八
管
区
海
上

保
安
本
部
総
務
課（
☎
76
・
４
１
０
０
）

青
葉
山
ろ
く
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

時
９
月
14
日
㈯（
予
備
日
は
28
日
㈯
）、
10
月
５
日
㈯

（
予
備
日
は
12
日
㈯
）８
時
30
分
か
ら
受
け
付
け

場
青
葉
山
ろ
く
公
園
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
場
定
先
着
各
96

人
料
５
０
０
円
申
実
施
日
の
10
日
前
ま
で
に
電
話
か

フ
ァ
ク
ス
で
ス
ポ
ー
ツ
協
会（
☎
・
ＦＡＸ
62
・
２
３
３
９
）へ
。

西
図
書
館 

（
☎
75
・
５
４
０
６
）

《
赤
ち
ゃ
ん
お
は
な
し
会
》時
９
月
18
日
㈬
11
時

～
11
時
20
分
内
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
わ
ら
べ

う
た
あ
そ
び
な
ど
対

０
～
２
歳
児

《
お
は
な
し
の
部
屋「
９
月
」》時
９
月
21
日
㈯
11

時
～
11
時
40
分
内
昔
話
の
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン

グ
な
ど
対
小
学
生

東
図
書
館 
（
☎
62
・
０
１
９
０
）

《
赤
ち
ゃ
ん
え
ほ
ん
の
ひ
ろ
ば
》時
９
月
10
日
㈫

11
時
～
11
時
20
分
内

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や

わ
ら
べ
う
た
あ
そ
び
な
ど
対

０
～
２
歳
児

《
読
書
会
》時
10
月
７
日
㈪
13
時
30
分
～
15
時

内
百
田
尚
樹
著『
プ
リ
ズ
ム
』

《
お
た
の
し
み
会
》時
10
月
２
日
㈬
11
時
～
11
時

30
分
内
人
形
劇
や
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
な
ど

対
２
～
５
歳
児

朗
読
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

時
９
月
17
日
㈫
13
時
30
分
か
ら
場
中
総
合
会
館

問
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
こ
だ
ま
会
の
山
添
さ
ん

（
☎
62
・
６
２
９
２
）

防
災
セ
ン
タ
ー
水
防
展

時
９
月
30
日
㈪
ま
で
９
時
～
17
時
場
防
災
セ
ン
タ
ー

内
台
風
や
大
雨
、高
潮
に
よ
る
水
害
な
ど
の
写
真

を
展
示
問
同
セ
ン
タ
ー（
☎
65
・
０
２
１
６
）

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

時

９
月
25
日
㈬
12
時
10
分
～
12
時
50
分

場
市
役
所
市
民
ホ
ー
ル
内
フ
ァ
ン
タ
ジ
ィ
に
よ

る
演
奏「
秋
の
童
謡
メ
ド
レ
ー
」「
魔
笛
」ほ
か

問
文
化
振
興
課（
☎
66
・
１
０
１
９
）

（
京
都
ジ
ョ
ブ
博
）ま
い
づ
る
シ
ニ
ア
就
職
面
接
会

時

９
月
26
日
㈭
13
時
30
分
～
15
時
30
分
場
商
工

観
光
セ
ン
タ
ー
内

概
ね
55
歳
以
上
向
け
の
合
同

企
業
面
接
会
他
参
加
企
業
は
10
～
12
社

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
舞
鶴（
☎
75
・
８
６
０
９
）

大
浦
の
農
漁
村
体
験〈
秋
〉

時

９
月
28
日
㈯
10
時
か
ら
場
河
辺
集
会
所
集
合

内
稲
刈
り
や
サ
ツ
マ
イ
モ
掘
り
、も
ち
つ
き
な
ど

定

先
着
30
人
料

２
，
０
０
０
円（
昼
食
付
き
）。

小
学
生
以
下
無
料（
保
護
者
同
伴
）他
Ｊ
Ｒ
東
舞

鶴
駅
か
ら
無
料
送
迎
バ
ス
あ
り

申

９
月
20
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で 

ふ
る
さ
と
大
浦
21
の
永
野
さ
ん（
☎
・
ＦＡＸ
68
・

０
７
７
６
）へ
。

セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
準
備
セ
ミ
ナ
ー

時
９
月
28
日
㈯
13
時
30
分
～
16
時
場
勤
労
者
福
祉

セ
ン
タ
ー
内
社
会
保
険
労
務
士
の
杉
原
純
子
さ
ん

か
ら
自
身
の
年
金
、保
険
、税
金
に
つ
い
て
学
ぶ

対
退
職
を
迎
え
る
人
、退
職
後
も
働
く
人

定
先
着
10
人
程
度
申
電
話
で
舞
鶴
勤
労
者
福
祉
協

議
会（
☎
64
・
３
２
０
０
）へ
。

赤
れ
ん
が
バ
ザ
ー
ル

時
９
月
７
日
㈯
・
８
日
㈰
10
時
～
16
時
場
赤
れ
ん
が

４
号
棟
内
手
作
り
雑
貨
・
ス
イ
ー
ツ
の
販
売
・
体
験

コ
ー
ナ
ー
問
赤
れ
ん
が
パ
ー
ク（
☎
66
・
１
０
９
６
）

市
民
俳
句
大
会

時

11
月
４
日
㈷
12
時
～
16
時
30
分
場
西
駅
交
流

セ
ン
タ
ー
料
１
，０
０
０
円
他
９
時
30
分
～
10
時

30
分
に
当
日
投
句
受
け
付
け
問
舞
鶴
俳
句
協
会
の

福
井
さ
ん（
☎
０
９
０
・
８
９
３
５
・
４
０
７
２
）

市
民
医
療
フ
ォ
ー
ラ
ム

時
９
月
28
日
㈯
14
時
～
16
時
場
赤
れ
ん
が
２
号
棟

内
お
お
え
乳
腺
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
の
大
江
信
哉
さ
ん

に
よ
る
講
演「
そ
の
乳
房
、放
っ
て
お
い
て
い
い
で
す

か
？
」、舞
鶴
共
済
病
院
院
長
の
布
施
春
樹
さ
ん
に
よ

る
講
演「
令
和
元
年
・
ダ
ビ
ン
チ
元
年
in
舞
鶴
～
ロ
ボ

ッ
ト
支
援
手
術
は
じ
ま
っ
て
い
ま
す
～
」

他
託
児
の
希
望
者
は
、９
月
20
日
㈮
ま
で
に
要
予
約
。

２
０
０
円
問
舞
鶴
共
済
病
院（
☎
66
・
１
５
０
８
）

ふ
る
さ
と
海
づ
く
り
大
会

時

９
月
21
日
㈯
10
時
～
14
時
場

京
都
府
漁
協

宮
津
支
所
周
辺（
宮
津
市
）内
セ
リ
市
体
験
、お

魚
ク
イ
ズ
、サ
ビ
キ
釣
り
な
ど
問

大
会
事
務
局

（
京
都
府
漁
業
協
同
組
合
内
、☎
77
・
２
２
０
２
）

認
知
症
介
護
家
族
の
つ
ど
い

時

９
月
20
日
㈮
13
時
30
分
～
15
時

場
市
役
所
本
館
内
参
加
者
同
士
の
交
流
な
ど

対
認
知
症
の
人
を
介
護
し
て
い
る
家
族

問
高
齢
者
支
援
課（
☎
66
・
１
０
１
８
）

名
水
杉
山
楽
校（
飾
り
寿
司
作
り
）

時

９
月
26
日
㈭
10
時
か
ら
場
杉
山
菜
房

定

先
着
20
人
料

２
，０
０
０
円
申

９
月
16
日
㈷

ま
で
に
電
話
で
名
水
杉
山
楽
校
の
松
岡
さ
ん（
☎

０
９
０
・
５
１
２
６
・
３
３
１
９
）へ
。

9
月
の
お
知
ら
せ

　

催
し

略語の見方　時＝日時　場＝場所・会場　内＝内容　講＝講師　対＝対象　定＝定員、募集人数　料＝料金　 
　　　　　　他＝その他　申＝申し込み方法　問＝問い合わせ先

【ご注意】次の場合は記載していません。対 だれでも　定 特になし　料 無料　他 特になし　申 不要
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舞鶴市からのお知らせ

総
合
文
化
会
館 

（
☎
64
・
０
８
８
０
）

《
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
～
詩
情
の
秋
に
寄

せ
て
～
》時
９
月
８
日
㈰
13
時
30
分
か
ら

内
和
製
ブ
ル
ー
ス
や
ギ
タ
ー
弾
き
語
り
、オ
カ
リ
ナ
、

チ
ェ
ロ
＆
ピ
ア
ノ
な
ど

《
オ
ー
シ
ャ
ン
ビ
ュ
ー
ラ
イ
ブ
》時
９
月
29
日
㈰
13

時
30
分
か
ら
内
ア
カ
ペ
ラ
や
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
な
ど

６
団
体
が
出
演
す
る
野
外
ラ
イ
ブ

《
竹
原
ピ
ス
ト
ル
全
国
弾
き
語
り
ツ
ア
ー　

It's
M

y
Life

》チ
ケ
ッ
ト
は
９
月
28
日
㈯
発
売
。

９
月
７
日
㈯
～
14
日
㈯
に
同
館
先
行
発
売
。（
１
人

４
枚
ま
で
）時
11
月
20
日
㈬
19
時
か
ら

料
全
席
指
定 

４
，４
０
０
円

《
ク
リ
ス
マ
ス　

ハ
ー
ト
フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
愛
の

あ
い
さ
つ
～
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
フ
ル
ー
ト
・
ピ
ア

ノ
の
し
ら
べ
～part

Ⅱ

》チ
ケ
ッ
ト
は
９
月
21
日

㈯
発
売
。
時

12
月
14
日
㈯
14
時
か
ら
料
全
席
自
由　

一
般
１
，９
０
０
円
、高
校
生
以
下
９
０
０
円（
当
日

は
３
０
０
円
増
し
）。
※
友
の
会
会
員
は
前
売
り
の
み
、

１
０
０
円
引
き
。

ひ
き
こ
も
り
家
族
研
修
会

時

９
月
12
日
㈭
13
時
30
分
～
16
時（
受
け
付
け

は
13
時
か
ら
）場
西
駅
交
流
セ
ン
タ
ー

内
基
調
講
演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど

申
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
府
家
庭
支
援
総
合
セ
ン

タ
ー（
☎
０
７
５
・
５
３
１
・
５
２
５
５
、
ＦＡＸ

０
７
５
・
５
３
１
・
９
６
１
０
）へ
。

障
害
者
囲
碁
大
会

時

10
月
15
日
㈫
13
時
～
17
時
場
身
障
セ
ン
タ
ー

対
市
内
在
住
の
障
害
者
定
先
着
20
人
申

10
月
10

日
㈭
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
同
セ
ン
タ
ー（
☎

63
・
３
０
０
８
、ＦＡＸ
62
・
９
５
４
６
）へ
。

保
育
園
等
見
学
ツ
ア
ー

時

９
月
７
日
㈯
10
時
30
分
～
15
時
場

市
内
の

保
育
園
・
こ
ど
も
園
内
保
育
の
仕
事
や
就
職
に

関
す
る
疑
問
に
答
え
る
見
学
ツ
ア
ー（
ガ
イ
ダ

ン
ス
あ
り
）対
保
育
園
な
ど
に
就
職
希
望
の
一

般
求
職
者
か
学
生
定
先
着
８
人
程
度

申
電
話
で
京
都
府
保
育
人
材
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
セ

ン
タ
ー（
☎
０
７
５
・
２
５
２
・
６
３
３
３
）へ
。

ふ
じ
ば
か
ま
ま
つ
り

時

９
月
28
日
㈯
11
時
～
13
時
30
分
場
旧
青
井
小

学
校
内
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
の
観
察
や
生
け
花
・
押
し

花
教
室
、匂
い
袋
つ
く
り
な
ど
問
実
行
委
員
会
の

森
下
さ
ん（
☎
０
９
０
・
２
１
９
７
・
６
５
７
４
）

第
３
期
舞
鶴
市
環
境
基
本
計
画
策
定
に　

向
け
た
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

時

10
月
～
来
年
２
月
ま
で
に
計
５
回
場
市
役
所

対
市
内
在
住
か
在
勤
、在
学
の
18
歳
以
上

定
先
着
10
人
申

9
月
25
日
㈬
ま
で
に
住
所
、氏
名
、

電
話
番
号
を
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
生
活
環
境
課（
☎

66
・
１
０
６
４
、ＦＡＸ
62
・
９
８
９
１
）へ
。

加
佐
で
星
を
見
る
会　
　
　
　
　
　
　
　

～
星
空
観
察
と
音
楽
の
夕
べ
～

時
10
月
５
日
㈯
18
時
30
分
～
20
時
30
分

場
長
谷
公
民
館
前
集
合
内
音
楽
演
奏
を
聴
き
な
が

ら
星
空
を
観
察
す
る
定
先
着
30
人
申
９
月
30
日
㈪

ま
で
に
電
話
か
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム（
右
コ
ー
ド
か

ら
も
ア
ク
セ
ス
可
）で
加
佐
地
域
農
業
農
村
活
性
化

セ
ン
タ
ー（
☎
60
・
８
２
０
０
）へ
。

歌
声
サ
ロ
ン
～
歌
は
心
を
つ
な
ぐ
～

時
９
月
24
日
㈫
13
時
30
分
か
ら
場
勤
労
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
料
１
０
０
円（
ワ
ン
ド
リ
ン
ク
付
き
）

問
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー（
☎
64
・
３
２
３
３
）

陶
芸
館 

（
☎
64
・
３
２
６
３
）

《
土
日
で
陶
芸
体
験
教
室
》時
９
月
21
日
㈯
・
22
日

㈰
９
時
30
分
～
11
時
30
分
料
３
，２
０
０
円（
中
学

生
以
下
２
，６
０
０
円
）申
電
話
で
。

《
も
の
づ
く
り「
干
支
」》時
10
月
27
日
㈰
10
時
か
ら

と
14
時
か
ら
料

１
，
４
０
０
円（
中
学
生
以
下
１
，

１
０
０
円
）申
９
月
27
日
㈮
か
ら
電
話
で
。

《
も
の
づ
く
り「
ひ
な
人
形
」》時
12
月
１
日
㈰
10
時

か
ら
と
14
時
か
ら
料
１
，４
０
０
円（
中
学
生
以
下
１
，

１
０
０
円
）申
９
月
27
日
か
ら
電
話
で
。

〈
共
通
〉定
先
着
20
人

赤
れ
ん
が
博
物
館
市
民
講
座

時

９
月
14
日
㈯
14
時
～
15
時
30
分
内

同
館
顧

問
で
北
翔
大
教
授
の
水
野
信
太
郎
さ
ん
に
よ
る

講
演「
赤
れ
ん
が
を
訪
ね
る
旅
路
」シ
リ
ー
ズ

の
第
２
回『
東
京
駅
と
辰
野
金
吾
と
赤
れ
ん
が
』

定

先
着
30
人
申

９
月
13
日
㈮
ま
で
に
電
話
で

同
館（
☎
66
・
１
０
９
５
）へ
。

認
知
症
予
防
講
座

時
・
場
❖
西
駅
交
流
セ
ン
タ
ー
…
９
月
４
日
㈬
13

時
30
分
～
16
時
❖
中
公
民
館
…
９
月
11
日
㈬
13
時

30
分
～
16
時
❖
赤
れ
ん
が
２
号
棟
…
９
月
17
日
㈫
13

時
15
分
～
16
時
内
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医
に
よ
る
認

知
症
予
防
に
つ
い
て
の
講
話
、保
健
師
に
よ
る
認
知

症
予
防
教
室
の
紹
介
。
希
望
者
に
脳
年
齢
テ
ス
ト
を

実
施
申
各
開
催
日
の
前
日
ま
で
に
電
話
で
高
齢
者

支
援
課（
☎
66
・
１
０
１
８
）へ
。

市の広報番組

Wind of Maizuru 毎週木曜日、12:40 ～
12:50。舞鶴のイベント情報などを紹介。

お役立ち情報やイベント情報などを広報番組「パブ
リックラインまいづる」などでお知らせしています。

【
有
料
広
告
】

　

教
室

市の広報番組

Wind of Maizuru 毎週木曜日、12:40 ～
12:50。舞鶴のイベント情報などを紹介。

お役立ち情報やイベント情報などを広報番組「パブ
リックラインまいづる」などでお知らせしています。
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ロ
シ
ア
語
講
座

時
９
月
26
日
か
ら
毎
週
木
曜
日
に
計
８
回
、19
時
～

20
時
30
分
場

南
公
民
館
定

先
着
20
人
料

７
，

０
０
０
円（
教
材
費
込
）申
住
所
、氏
名
、電
話
番
号

を
９
月
17
日
㈫
ま
で
に
フ
ァ
ク
ス
で
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課（
☎
66
・
１
０
５
８
、ＦＡＸ
62
・
９
８
９
１
）へ
。

初
心
者
向
け
囲
碁
・
将
棋
教
室

時
９
月
２
日
～
３
月
２
日
の
毎
月
第
１
月
曜
日（
11
月

の
み
第
2
月
曜
日
）に
計
７
回
、13
時
30
分
～
16
時
30
分

場
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
申
当
日
に
窓
口
で
。

問
舞
鶴
勤
労
者
福
祉
協
議
会（
☎
64
・
３
２
０
０
）

消
防
本
部 

（
☎
66
・
０
１
１
９
）

《
救
急
講
習（PU

SH

コ
ー
ス
）》時
９
月
21
日
㈯

10
時
～
11
時
場
東
消
防
署
・
防
災
セ
ン
タ
ー

申
電
話
で
東
消
防
署（
☎
65
・
０
１
１
９
）か
西

消
防
署（
☎
77
・
０
１
１
９
）へ
。

《
応
急
手
当
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
》時
９
月
25
日
㈬

18
時
～
21
時
場

西
消
防
署
申

電
話
で
東
消
防

署
か
西
消
防
署
へ
。

《
応
急
手
当
上
級
救
命
講
習
》
時
10
月
16
日
㈬
９
時

～
17
時
場
東
消
防
署
・
防
災
セ
ン
タ
ー
申
10
月
９

日
㈬
ま
で
に
電
話
で
東
消
防
署
か
西
消
防
署
へ
。

〈
共
通
〉定
先
着
30
人

舞
鶴
赤
十
字
病
院（
☎
75
・
１
９
２
０
）

《
糖
尿
病
教
室
》時
９
月
18
日
㈬
15
時
～
16
時

内

眼
科
医
の
髙
原
彩
加
さ
ん
に
よ
る「
糖
尿
病

網
膜
症
っ
て
？
」

《
健
康
生
活
支
援
短
期
講
習
》時
10
月
２
日
㈬
13

時
30
分
～
15
時
場
西
市
民
プ
ラ
ザ
内
赤
十
字
健

康
生
活
支
援
講
習
指
導
員
の
山
本
朋
美
さ
ん
に
よ

る「
災
害
時
の
高
齢
者
支
援
」

舞
鶴
ス
ポ
ー
ツ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク            

（
東
体
育
館
内
、☎
66
・
１
０
６
１
）

《M
IZU

N
O

こ
ど
も
走
り
方
教
室
》時
９
月
14
日
㈯
・

28
日
㈯
13
時
～
14
時
と
14
時
15
分
～
15
時
15
分

定
先
着
各
15
人
料
１
，０
０
０
円

対
小
学
１
～
３
年
生
申
電
話
か
窓
口
で
。

《
リ
ズ
ミ
ッ
ク
パ
ン
チ
》時
９
月
28
日
㈯
19
時
～
19

時
50
分
講
瀬
戸
山
一
志
さ
ん
定
先
着
15
人

料
１
，０
０
０
円
申
電
話
か
窓
口
で
。

《
骨
盤
調
整
ヨ
ガ
®
》時
９
月
13
日
と
27
日
か
ら
毎

月
金
曜
日
に
２
回
、13
時
～
14
時

講
長
崎
優
子
さ
ん
料
１
回
８
０
０
円

《
太
極
舞
》時
９
月
13
日
と
27
日
か
ら
毎
月
金
曜
日

に
２
回
、14
時
15
分
～
15
時
15
分

講
西
村
か
お
る
さ
ん
料
１
回
８
０
０
円

〈
共
通
〉場
東
体
育
館

ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
教
室

《
卓
球
教
室
》時
10
月
５
日
～
12
月
７
日
の
土
曜
日

に
計
６
回
、18
時
～
20
時
場
東
体
育
館

対
小
・
中
学
生
料
３
，０
０
０
円

《
テ
ニ
ス
教
室
》時
10
月
５
日
～
11
月
２
日
の
土
曜

日
に
計
５
回
、
17
時
～
18
時
場

東
舞
鶴
公
園　
　

対
小
学
１
～
５
年
生
料
１
，５
０
０
円

〈
共
通
〉申
申
込
書
、参
加
費
を
ス
ポ
ー
ツ
協
会
事
務

局（
文
化
公
園
体
育
館
内
、☎
60
・
２
２
２
６
）へ
。

ち
ゃ
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ  

（
文
化
公
園
体
育
館
内
、☎
60
・
２
２
２
６
）

《
親
子
で
う
ん
ど
う
あ
そ
び
教
室
》時
９
月
12
日
㈭

か
ら
毎
月
２
回
、10
時
～
10
時
45
分
場
東
体
育
館

対
よ
ち
よ
ち
歩
き
～
未
就
園
児
と
そ
の
親

料
月
１
，８
０
０
円（
別
途
保
険
料
と
年
会
費
が
必
要
）

《
ス
ロ
ー
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
教
室
》
時
・
場
❖
東
体
育

館
…
９
月
５
日
・
12
日
・
26
日
の
木
曜
日
、
14
時

～
15
時
❖
文
化
公
園
体
育
館
…
９
月
５
日
・
19
日
・

26
日
の
木
曜
日
、
19
時
～
20
時
料
１
回
７
０
０
円

〈
共
通
〉申
電
話
で
。

西
公
民
館 

（
☎
75
・
６
５
０
１
）

《
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
教
室
》時
９
月
28
日
㈯
13

時
30
分
～
15
時
30
分
講
Ｓ
ａ
ｋ
ｉ
フ
ラ
ワ
ー
ス
タ
ジ

オ
の
﨑
山
文
子
さ
ん
定
先
着
15
人

料
３
，５
０
０
円
申
９
月
21
日
㈯
ま
で
に
電
話
で
。

《
健
や
か
子
育
て「
秋
の
料
理
教
室
」》
時

10
月
11

日
㈮
９
時
30
分
～
11
時
30
分
講
舞
鶴
料
理
学
院
の

堀
祥
子
さ
ん
対
子
育
て
中
の
母
親
定
先
着
15
人

料
８
０
０
円（
材
料
費
）他
無
料
託
児
あ
り

申

10
月
４
日
㈮
ま
で
に
電
話
で「
さ
る
な
ぁ
と
」

（
☎
76
・
８
３
３
３
）へ
。

は
ら
ぺ
こ
倶
楽
部（
料
理
教
室
）

時

９
月
21
日
㈯
10
時
～
13
時
30
分

場
中
総
合
会
館
対
市
内
在
住
で
知
的
障
害
の
あ

る
18
歳
以
上
の
人
定

10
人（
多
数
の
場
合
抽
選
）

料

５
０
０
円
他

当
日
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
高
校
生
以
上
）も
募
集

申

９
月
18
日
㈬
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
地

域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
み
ず
な
ぎ（
☎
64
・

３
７
６
６
、ＦＡＸ
64
・
３
６
５
８
）へ
。

蔓（
か
づ
ら
）編
み
教
室

時
９
月
27
日
㈮
13
時
30
分
～
15
時
30
分

場
加
佐
公
民
館
内
地
元
の
野
山
に
自
生
す
る
蔓

を
材
料
に
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
な
籠
や
壁
飾
り
な
ど
を

作
る
講
あ
す
な
ろ
会
定
先
着
10
人
料
１
，２
０
０

円（
材
料
費
）申
９
月
18
日
㈬
ま
で
に
電
話
で
同
館

（
☎
83
・
０
０
３
６
）へ
。

【
有
料
広
告
】

【
有
料
広
告
】

【
有
料
広
告
】

施設の休館日

■ 田辺城資料館　毎週月曜日（祝日の場合はその翌々日）と祝日の翌日
■ 総合文化会館、陶芸館　毎週月曜日（祝日の場合はその翌日）　
■ 文化公園体育館　第２木曜日　　■ ふるさと発見館（郷土資料館）第３水曜日
■ 東体育館　第３木曜日
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舞鶴市からのお知らせ

城
南
会
館 

（
☎
78
・
１
８
０
０
）

《
パ
テ
ィ
シ
エ
に
教
わ
る
ケ
ー
キ
・
パ
ン
教
室
》

時
10
月
９
日
㈬
13
時
30
分
か
ら
内
か
ぼ
ち
ゃ
プ
リ

ン
を
作
る
講
平
野
恭
子
さ
ん
料
１
，０
０
０
円（
材

料
費
）申
９
月
27
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
。

《
と
っ
て
お
き
の
舞
鶴「
漁
師
に
教
わ
る
魚
料
理

教
室
」（
秋
）》時
10
月
10
日
㈭
11
時
～
14
時

内
秋
の
魚
の
さ
ば
き
方
、
料
理
の
仕
方
を
学
ぶ

講
京
都
府
漁
業
協
同
組
合
漁
師
の
妻
料
４
０
０

円（
材
料
費
）申
９
月
27
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
。

《
本
物
み
そ
作
り
教
室
》
時
10
月
15
日
㈫
15
時
～
17

時
と
16
日
㈬
９
時
～
12
時
内
昔
な
が
ら
の
み
そ
作

り
を
体
験
す
る
講
伊
藤
壽
子
さ
ん
料
３
，５
０
０
円

（
材
料
費
）申
10
月
４
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
。

〈
共
通
〉定
先
着
20
人

燻
製
作
り
体
験
教
室

時
９
月
23
日
㈷
10
時
～
12
時
内
自
作
の
燻
製
器
で

牡
蠣
や
タ
コ
の
燻
製
を
作
る
料
３
，０
０
０
円

定
先
着
20
人
程
度
申
９
月
９
日
㈪
ま
で
に
電
話
で

ふ
る
る
フ
ァ
ー
ム（
☎
68
・
０
２
３
３
）へ
。

京
都
の
海
で
漁
師
を
め
ざ
す
人
を
応
援

　

京
都
で
漁
師
に
な
り
た
い
人
を
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
す
る
京
都
府
漁
業
者
育
成
校「
海
の
民
学
舎
」

第
６
期
生
を
募
集（
研
修
期
間
は
来
年
４
月
か

ら
２
年
間
）。

《
選
考
試
験
》時
10
月
31
日
㈭
対
概
ね
40
歳
未
満

定

10
人
料
年
間
11
万
８
，８
０
０
円
他
支
援
制
度

な
ど
あ
り
申
10
月
18
日
㈮
ま
で
に
入
学
願
書（
水
産

課
備
え
付
け
）に
必
要
書
類
を
添
え
て
府
水
産
事
務

所（
☎
０
７
７
２
・
25
・
３
０
３
０
）へ
。

福
祉
即
戦
力
人
材
養
成
科
の
受
講
生

時
10
月
24
日
㈭
～
来
年
３
月
23
日
㈪

場
中
丹
勤
労
者
福
祉
会
館（
福
知
山
市
）ほ
か

対
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
申
し
込
み
を
し
て
い

る
人
定

先
着
25
人
申

お
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
へ
問
北
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク
福
祉
人
材
コ
ー

ナ
ー（
☎
０
７
７
３
・
22
・
３
８
７
８
）

『
竹
灯
り
の
と
ば
り
』市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

�
竹
灯
ろ
う
作
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

時

10
月
26
日
㈯
・
27
日
㈰

内
竹
灯
ろ
う（
約
２
㍍
）の
穴
あ
け
な
ど

�
点
灯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

《
試
験
点
灯
》時
11
月
８
日
㈮
16
時
～
18
時

場
鹿
原
公
園
内
竹
灯
ろ
う
の
設
置
、試
験
点
灯
な
ど

《
開
催
日
》時
11
月
９
日
㈯
・
10
日
㈰
18
時
か
ら

場
鹿
原
公
園
内
ろ
う
そ
く
の
点
灯
な
ど

〈
共
通
〉申
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
農
林
課（
☎
66
・

１
０
３
０
、ＦＡＸ
62
・
９
８
９
１
）へ
。

舞
鶴
ユ
ネ
ス
コ
協
会

《「
地
球
社
会
に
生
き
る
」
小
・
中
学
生
作
文
》　

「
地
球
社
会
に
生
き
る
」を
テ
ー
マ
に
、家
族
や
友
達

な
ど
身
近
な
人
た
ち
と
の
関
わ
り
か
ら
社
会
の
一

員
と
し
て
の
生
き
方
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
や
、自

然
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と

な
ど
の
作
文
を
募
集
。

《「
わ
た
し
の
町
の
た
か
ら
も
の
」小
・
中
学
生

の
絵
画
》「
世
界
遺
産
も
、身
近
な
も
の
も
、未
来
に

引
き
継
ぐ
地
域
の
た
か
ら
も
の
」と
し
て
、舞
鶴
の
文

化
財
、建
造
物
、自
然
な
ど
の
絵
画
作
品
を
募
集
。

〈
共
通
〉対
小
学
４
年
生
～
中
学
生
申
各
学
校
へ

提
出
問
同
協
会
事
務
局（
学
校
教
育
課
内
、☎
66
・

１
０
７
２
）

施設の休館日

　

募
集

施設の休館日施設の休館日
■ 中公民館　第４月曜日　　■ 南・加佐公民館、大浦・城南会館　毎週月曜日
■ 東公民館　毎週月曜日（祝日の場合はその翌日）　　■ 西公民館　第３水曜日
■ 東図書館　毎週木曜日と祝日（火・木曜日の場合のみ）、毎月の最終火曜日
■ 西図書館　毎週月曜日と祝日（月・水・金曜日の場合のみ）、毎月の最終水曜日

【
有
料
広
告
】

陸
・
海
・
空
自
衛
官

�
航
空
学
生　

海
・
空（
来
春
採
用
）

時
一
次
試
験
は
９
月
16
日
㈷
対
❖
海
…
高
校
卒
業

（
見
込
含
）～
22
歳
❖
空
…
高
校
卒
業（
見
込
含
）～

20
歳
申
９
月
６
日
㈮
ま
で

�
一
般
曹
候
補
生

時
一
次
試
験
は
９
月
20
日
㈮
～
22
日
㈰
の
い
ず

れ
か
を
指
定
対
採
用
予
定
月
の
１
日
現
在
18
歳

～
33
歳
未
満
申
９
月
６
日
㈮
ま
で

�
自
衛
官
候
補
生

時

９
月
20
日
㈮
対
採
用
予
定
月
の
１
日
現
在
18

歳
～
33
歳
未
満
申
随
時
受
け
付
け
中

�
防
衛
大
学
校（
来
春
入
校
）

《
推
薦
》時
一
次
試
験
は
９
月
28
日
㈯
・
29
日
㈰

対

高
校
卒
業（
見
込
含
）、
高
専
３
年
次
修
了
者

（
見
込
含
）～
20
歳（
条
件
あ
り
要
問
い
合
わ
せ
）

申
９
月
５
日
㈭
～
９
日
㈪

《
総
合
選
抜
》時
一
次
試
験
は
９
月
28
日
㈯
対
高
校

卒
業（
見
込
含
）、高
専
３
年
次
修
了
者（
見
込
含
）～

20
歳
申
９
月
５
日
㈭
～
９
日
㈪

《
一
般
》時
一
次
試
験
は
11
月
９
日
㈯
・
10
日
㈰

対

高
校
卒
業（
見
込
含
）、
高
専
３
年
次
修
了
者

（
見
込
含
）～
20
歳
申
９
月
５
日
㈭
～
30
日
㈪

�
防
衛
医
科
大
学
校（
来
春
入
校
）

《
医
学
科
》
時
一
次
試
験
は
10
月
26
日
㈯
・
27
日
㈰

対
高
校
卒
業（
見
込
含
）、高
専
３
年
次
修
了
者（
見

込
含
）～
20
歳
申
９
月
５
日
㈭
～
30
日
㈪

《
看
護
学
科
》時
一
次
試
験
は
10
月
19
日
㈯

対

高
校
卒
業（
見
込
含
）、
高
専
３
年
次
修
了
者

（
見
込
含
）～
20
歳
申
９
月
５
日
㈭
～
30
日
㈪

〈
共
通
〉他
職
種
説
明
な
ど
の
個
別
相
談
も
受
け

付
け
中
問

自
衛
隊
舞
鶴
地
域
事
務
所（
☎
63
・

３
２
７
２
）
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市
営
住
宅
等（
空
き
家
）入
居
者

　

募
集
は
三
宅
、
市
場
、
福
来（
各
１
戸
）、
白
鳥
、

荒
田
、寿
山（
各
２
戸
）、加
津
良（
６
戸
）。
申
し
込

み
資
格
は
❖
現
在
住
宅
に
困
っ
て
い
る
❖
市
の
定

め
る
基
準
以
下
の
収
入
❖
市
内
に
住
所
が
あ
る
か
、

市
内
に
住
所
を
移
す
予
定
で
あ
る
❖
本
人
を
含
め

２
人
以
上
の
親
族（
婚
姻
と
同
様
の
関
係
に
あ
る

人
を
含
む
）が
同
時
に
入
居
で
き
る（
加
津
良
・
荒

田
・
寿
山
団
地
に
つ
い
て
は
、単
身
者
で
も
入
居

可
能
）❖
連
帯
保
証
人
が
１
人
必
要
❖
市
税
を
滞

納
し
て
い
な
い
❖
本
人
と
同
居
人
が
暴
力
団
員
で

な
い
。

　

案
内
書
を
10
月
１
日
㈫
～
11
日
㈮
に
都
市
計

画
課
と
西
支
所
総
務
係
で
配
布
。

申
10
月
７
日
㈪
～
11
日
に
同
課（
☎
66・
１
０
５
０
）へ
。

子
育
て
支
援
基
幹
セ
ン
タ
ー 

（
☎
62
・
０
１
０
３
）

《
あ
か
ち
ゃ
ん
ひ
ろ
ば
》時
９
月
５
日
㈭
10
時
30

分
～
11
時
30
分
場
中
総
合
会
館
内
ふ
れ
あ
い
あ

そ
び
や
絵
本
の
読
み
か
た
り
、母
親
同
士
の
交
流

な
ど
対
妊
婦
、１
歳
未
満
児
と
そ
の
母
親

《
さ
く
ら
ん
ぼ
ひ
ろ
ば
》時
９
月
11
日
㈬
10
時
30

分
～
12
時
場
舞
鶴
共
済
病
院

内
多
胎
児
親
子
の
交
流
と
情
報
交
換
な
ど

対
多
胎
児
と
そ
の
親
、多
胎
児
を
妊
娠
中
の
人

ベ
ビ
ー
&
マ
マ
の
タ
ッ
チ
ケ
ア 

時
９
月
19
日
㈭
10
時
30
分
～
11
時
30
分

場
よ
ち
よ
ち
広
場

対
２
～
７
か
月
児
と
そ
の
保
護
者
定
先
着
８
組

料

１
，
０
０
０
円
申

電
話
で
同
広
場（
☎
63
・

４
８
２
１
）へ
。

あ
そ
び
あ
む 

（
☎
65
・
５
０
５
０
）

《
家
族
あ
そ
び
の
体
験
》
時
９
月
８
日
㈰
13
時
30

分
～
14
時
定
先
着
20
人

申
当
日
に
窓
口
で
。

《
プ
レ
パ
パ
・
プ
レ
マ
マ
》時
９
月
22
日
㈰
10
時

30
分
～
11
時
30
分
内

遊
び
か
ら
広
が
る
乳
児

と
の
か
か
わ
り
対
妊
婦
と
そ
の
家
族

申
電
話
か
窓
口
で
。

《
乳
児
あ
そ
び
の
体
験
》時
９
月
25
日
㈬
10
時
30

分
～
11
時
対

０
～
２
歳
児
と
そ
の
保
護
者

定
先
着
15
組
申
電
話
か
窓
口
で
。

学
生
と
親
子
の
ふ
れ
あ
い
交
流
授
業 

時
・
場
❖
東
舞
鶴
高
校
…
９
月
25
日
㈬
・
27
日
㈮

９
時
50
分
～
11
時
40
分
❖
舞
鶴
高
専
…
10
月
15
日

㈫
・
16
日
㈬
10
時
25
分
～
11
時
55
分
❖
日
星
高
校

…
10
月
28
日
㈪
・
29
日
㈫
9
時
45
分
～
11
時
35
分

対
０
～
２
歳
児
と
そ
の
保
護
者

内
親
子
が
学
校
へ
出
向
き
、学
生
と
ゆ
っ
た
り
ふ
れ

あ
い
交
流
を
行
う
問
子
育
て
支
援
基
幹
セ
ン
タ
ー

（
☎
62
・
０
１
０
３
）

後
期
高
齢
者
歯
科
健
診

時
75
歳
の
誕
生
日
～
76
歳
の
誕
生
日
の
前
日

場
協
力
歯
科
医
療
機
関
内
一
般
歯
科
診
査
、歯
周

組
織
検
査
、嚥
下
機
能
評
価
、問
診
な
ど

対
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
75
歳

の
人
他
対
象
者
へ
は
、被
保
険
者
証
に
案
内
を
同

封
し
て
送
付
。
受
診
時
に
は
必
ず
問
診
票
、後
期
保

険
証
を
持
参
申
受
診
す
る
機
関
へ
直
接
申
し
込
み

問
保
険
医
療
課（
☎
66
・
１
０
７
５
）

が
ん
検
診
追
加
募
集

時
・
場
❖
加
佐
公
民
館
…
11
月
12
日
㈫
❖
中
総
合

会
館
…
11
月
13
日
㈬
・
30
日
㈯
、12
月
１
日
㈰
・
２

日
㈪
・
４
日
㈬
・
８
日
㈰
～
10
日
㈫
❖
大
浦
会
館

…
11
月
27
日
㈬
❖
舞
鶴
21
ビ
ル
…
12
月
５
日
㈭

内
胃
が
ん
検
診
、肺
が
ん
検
診
、大
腸
が
ん
検
診
、

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

問

健
康
づ
く
り
課（
☎
65
・
０
０
６
４
）

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

　

今
年
度
か
ら
個
人
宛
案
内
通
知
は
あ
り
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
10
月
１
日
の
新
聞
折
り
込
み
チ
ラ
シ
で

確
認
を
。

対
市
内
在
住
で
接
種
日
に
65
歳
以
上
の
人

問
健
康
づ
く
り
課（
☎
65
・
０
０
６
５
）

里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か

　

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
家
族
と
暮
ら
す
こ
と
の
で

き
な
く
な
っ
た
子
ど
も
を
、自
分
の
家
庭
に
受
け
入

れ
、温
か
く
愛
情
を
も
っ
て
育
て
て
く
だ
さ
る「
里
親
」

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

問
府
北
部
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー（
福
知
山
児
童
相
談

所
、☎
０
７
７
３
・
20
・
１
０
５
１
）

不
動
産
鑑
定
士
の
無
料
相
談

時
10
月
２
日
㈬
10
時
～
16
時

場
西
駅
交
流
セ
ン
タ
ー

内
土
地
建
物
の
価
格
・
賃
料
・
権
利
関
係
な
ど

申
９
月
27
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
京
都
府
不
動
産
鑑

定
士
協
会（
☎
０
７
５
・
２
１
１
・
７
６
６
２
）へ
。

公式ムービーチャンネル（ユーチューブ）
観光・イベント・スポーツなどに関する
舞鶴の魅力を PR する動画など

市公式 Facebook
イベントなどの旬な情報をお届け

Facebook（フェイスブック）

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

時

９
月
21
日
㈯
～
30
日
㈪

内
「
秋
の
夕
暮
れ　

早
め
の
ラ
イ
ト
で　

事
故

は
な
し
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
秋
の
全
国
交
通
安
全

運
動
を
実
施
。一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
を
守

り
、安
全
な
ま
ち
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

《
運
動
重
点
》❖
子
ど
も
と
高
齢
者
の
安
全
な
通

行
の
確
保
❖
高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
防
止

❖
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自
転
車
乗
用

中
の
交
通
事
故
防
止
❖
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用

の
徹
底
❖
飲
酒
運
転
の
根
絶
❖
信
号
機
の
な
い

横
断
歩
道
に
お
け
る
歩
行
者
優
先

《
市
交
通
対
策
協
議
会（
市
民
課
内
）》

　

子
育
て

　

そ
の
他

　

保
健

公式ムービーチャンネル（ユーチューブ）
観光・イベント・スポーツなどに関する
舞鶴の魅力を PR する動画など

市公式 Facebook
イベントなどの旬な情報をお届け

Facebook（フェイスブック） 公式ムービーチャンネル（ユーチューブ）公式ムービーチャンネル（ユーチューブ）
観光・イベント・スポーツなどに関する
舞鶴の魅力を PR する動画など

【
有
料
広
告
】

【
有
料
広
告
】

302019 広報まいづる 9月号



 

休
日
・
急
病
診
療
、
法
律
相
談
、
就
労
相
談
、
人
権
相
談
な
ど

9
September

�療育相談…生活支援センターみずなぎ（☎64・3766）
�高齢者・障害者権利擁護相談…高齢者支援課（☎66・1018） 
�弁護士府民法律相談…中丹広域振興局（☎62・2500） 
�女性面接相談…人権啓発推進室(☎66・1022）　
�定例教育委員会…教育総務課（☎66・1070）　

《カレンダーの問い合わせ先》 �身体障害者相談…障害福祉・国民年金課（☎66・1033、ＦＡＸ62・7957）
�司法書士、行政書士、税理士、巡回市民・行政相談、公証人、土地家屋調査士相談・立命館大学法律相談…市民課（☎66・1006）
�人権相談・特設人権相談…法務局舞鶴支局（☎76・0858） 
�聞こえの相談、サポート講座…聴言センター（☎64・3911、ＦＡＸ64・3912）
�ひとり親家庭就業相談…府ひとり親家庭自立支援センター(☎0773・23・2771) 
�看護職就業相談会…府北部看護職支援センター（☎0772・46・9002） 
�ひきこもり支援巡回相談…生活支援相談センター（☎66・5001）

献血の日程
日 受け付け時間 会場

12 日㈭ 9:30 ～ 12:30、13:30 ～ 15:30 舞鶴グランドホテル
17 日㈫ 9:30 ～ 11:30、12:30 ～ 15:30 舞鶴市役所

25 日㈬
9:30 ～ 11:30 西消防署
13:30 ～ 16:00 京都府漁業協同組合

26 日㈭ 9:30 ～ 11:00、12:00 ～ 16:00 舞鶴高専
※ 400㍉㍑のみ。骨髄バンクドナー登録会も同時実施

ひとり親家庭就業相談
　10:00 ～ 16:00
　西総合会館

ひとり親家庭就業相談
　10:00 ～ 16:00
　市役所別館

2827

20

26

19

25

18

24

17

９

※●印は救急診療関連情報　●印は就職関連情報　●印は弁護士法律相談情報
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納付のお知らせ
納期：９月30日㈪
❖介護保険料（４期）❖国民健康保険料 （４期） 
❖後期高齢者医療保険料（３期）

休日・土曜日の水道修理
　当番会社　　 山下管工開発㈱ （☎ 75・0048） 
　　　　　　　 営業時間：８時～ 17 時

●各種就業相談 
ジョブ・サポ 
まいづる 
☎ 63・0810 

【舞鶴企業・就職応援
ネットも公開中】

人権なんでもお気軽
相談（電話も可）

9:00 ～ 12:00 
13:30 ～ 16:00
法務局舞鶴支局

●マザーズジョブ 
カフェ巡回相談
10:00 ～ 16:00
ジョブ・サポ

人権なんでもお気軽
相談（電話も可）

9:00 ～ 12:00 
13:30 ～ 16:00
法務局舞鶴支局

人権なんでもお気軽
相談（電話も可）

9:00 ～ 12:00 
13:30 ～ 16:00
法務局舞鶴支局

定例教育委員会
14:00 から 
市役所別館

女性面接相談 
11:00 ～ 14:10 
フレアス舞鶴 
※申し込みが必要

高齢者・障害者権利
擁護相談（財産管理・
遺産相続・遺言など）
　13:00 から 
　市役所別館
　※申し込みが必要

特設人権相談
　9:00 ～ 12:00 

南公民館

●若者サポート 
ステーション出張相談 
10:00 ～ 15:00

　ジョブ・サポ

女性電話相談 
10:00 ～ 16:00
☎ 65・0056

●若者サポート 
ステーション出張相談 
10:00 ～ 15:00

　ジョブ・サポ

●若者サポート 
ステーション出張相談 
10:00 ～ 15:00

　ジョブ・サポ

●就職個別相談
10:00 ～ 16:00
ジョブ・サポ

看護職就業相談会
13:30 ～ 15:00

　ハローワーク舞鶴

●自立就労個別相談
10:00 ～ 16:00
ジョブ・サポ

女性電話相談 
10:00 ～ 16:00
☎ 65・0056

ひきこもり支援巡回相談 
9:00 ～ 12:00

　市役所本館 
※申し込みが必要

女性電話相談 
10:00 ～ 16:00
☎ 65・0056

●自立就労個別相談
10:00 ～ 16:00
ジョブ・サポ

●就職個別相談
10:00 ～ 16:00
ジョブ・サポ

行政書士相談 
13:30 ～ 15:30
市役所本館

●自立就労個別相談
10:00 ～ 16:00
ジョブ・サポ

●就職個別相談
10:00 ～ 16:00

　ジョブ・サポ

税理士相談
　9:00 ～ 12:00
　市役所本館

巡回市民・行政相談
　13:30 ～ 15:30
　南公民館

公証人相談
　13:30 ～ 15:30
　市役所本館
土地家屋調査士相談
　13:30 ～ 15:30
　市役所本館

女性電話相談 
10:00 ～ 16:00
☎ 65・0056

●京都ＪＰカレッジ
　10:00 ～ 12:00
　13:00 ～ 15:00
　ジョブ・サポ

●京都ＪＰカレッジ
　10:00 ～ 12:00
　13:00 ～ 15:00
　ジョブ・サポ

人権なんでもお気
軽相談（電話も可） 

9:00 ～ 12:00 
13:30 ～ 16:00

　法務局舞鶴支局

●若者サポート 
ステーション出張相談 
10:00 ～ 15:00

　ジョブ・サポ

●自立就労個別相談
10:00 ～ 16:00
ジョブ・サポ

14

16

身体障害者相談
　13:00 ～ 14:30
　身障センター

療育相談 
13:30 ～ 15:30 
支援センターみずなぎ

療育相談 
13:30 ～ 15:30 
支援センターみずなぎ

聞こえの相談 
13:00 ～ 16:00
聴言センター

●弁護士府民法律
相談  13:30 から

　中丹広域振興局
　※9/4、9:00から　
　申し込み。先着10人。

司法書士法律相談
13:30 ～ 16:30
市役所本館 
※申し込み優先 
　定員 12 人

特設人権相談
　10:00 ～ 12:00
　中総合会館

●看護職就業相談
13:30 ～ 15:00

　ジョブ・サポ

  舞鶴市休日急病診   
  療所の一次救急診療
☎ 63・4970

●上記診療所で対応
できない救急・急
病診療 8:30 から

●小児科一次診療 
9:00 ～ 18:00 
舞鶴共済病院 
☎ 62・2510

  舞鶴市休日急病診   
  療所の一次救急診療
☎ 63・4970

●上記診療所で対応
できない救急・急
病診療 8:30 から

●小児科一次診療 
9:00 ～ 18:00 
舞鶴赤十字病院 
☎ 75・4175

  舞鶴市休日急病診   
  療所の一次救急診療
☎ 63・4970

●上記診療所で対応
できない救急・急
病診療 8:30 から

●小児科一次診療 
9:00 ～ 18:00 
舞鶴医療センター 
☎ 62・2680

●開業医の診療終了
後の救急・急病診療
　舞鶴赤十字病院
　☎ 75・4175

●開業医の診療終了
後の救急・急病診療
　舞鶴共済病院 
 ☎ 62・2510

●開業医の診療終了
後の救急・急病診療
　舞鶴医療センター
　☎ 62・2680

●救急・急病診療
8:30 から

●小児科一次診療 
9:00 ～ 18:00 
舞鶴赤十字病院 
☎ 75・4175

●開業医の診療終了
後の救急・急病診療
　舞鶴共済病院 
 ☎ 62・2510

  舞鶴市休日急病診   
  療所の一次救急診療
☎ 63・4970

●上記診療所で対応
できない救急・急
病診療 8:30 から

●小児科一次診療 
9:00 ～ 18:00 
舞鶴共済病院 
☎ 62・2510
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●福祉のお仕事出張
  相談
　13:00 ～ 17:00
　ジョブ・サポ

●舞鶴市休日急病診療所（舞鶴医療センター敷地内）の内科一次救急診療
受診は、９時～12時と13時～17時（受け付けはそれぞれ終了30分前まで）。
事前に電話で症状などをお伝えください。

●休日・土曜日の救急・急病診療（内科、外科）
　できる限り昼間の時間帯に受診をお願いします。また、軽症などの緊急を要しな

い場合にはできる限り平日の診療時間内に「かかりつけ医」での受診を。
●休日の小児科一次診療　受け付けは、17時30分まで。
●土曜日午後診診療所（小児科、内科系）

❖小児科…西村医院（浜、☎ 63・5456）
❖内科系…浮島岸本診療所（溝尻、☎ 63・1235）、 大西医院（浜、☎ 62・0116）、 

肥後内科医院（浜、☎ 62・0359）、 鳥井医院（倉谷、 ☎ 75・3111）
※臨時休診の場合あり。診療時間などはお問い合わせを。

●休日に開局している処方せん対応薬局　開局時間９時～ 17 時
　 ❖１日㈰ ・15 日㈰・23 日㈷…まいづる薬局国立前
　　　　　　　　　　　　　 （行永東町、☎ 65・1188）
　 ❖８日㈰ …まいづる薬局本店（桃山町、☎ 66・3311）
　 ❖ 29 日㈰ …フラワー薬局舞鶴店（浜、☎ 65・2277）

２ ３ ４
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  舞鶴市休日急病診   
  療所の一次救急診療
☎ 63・4970

●上記診療所で対応
できない救急・急
病診療 8:30 から

●小児科一次診療 
9:00 ～ 18:00 
舞鶴医療センター 
☎ 62・2680

１

●救急・急病診療
8:30 から

●小児科一次診療 
9:00 ～ 18:00 
舞鶴医療センター 
☎ 62・2680

身体障害者相談
　13:00 ～ 14:30
　身障センター

立命館大学法律相談
　9:30 ～ 14:30
　西駅交流センター
　※9/13までに申し込み

立命館大学法律相談
　13:30 ～ 16:30
　西駅交流センター 
　※9/13までに申し込み

人権なんでもお気軽
相談（電話も可）

9:00 ～ 12:00 
13:30 ～ 16:00
法務局舞鶴支局

▪ごみの収集
16 日の祝日は可
燃ごみと不燃ごみ
を通常どおり収
集。23 日の祝日
は可燃ごみの収集
を休みます。

聞こえのサポート講座
13:30 ～ 15:00

　市役所別館
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�１日目　明倫館歴史教室2019
【日時】９月28日㈯14時～17時
【場所】西駅交流センター
【内容】
❖熊本県立美術館学芸員の山田貴司さんによる講
　演「細川家にとっての本能寺の変」
❖熊本藩細川家次期当主の細川護光さんなどによ
　るパネルディスカッション「細川藤孝（幽斎）公
　を語る！」

【その他】無料託児あり（20日までに申し込みが必要）
【申し込み方法】電話で門中さん（☎090・8989・
1711）へ。
�２日目　まったり籠城！コスプレイベント

【日時】９月29日㈰10時～16時
【場所・内容】
❖舞鶴公園…コスプレ撮影
　会、戦国ステージ（12時か
　ら）、グルメブース、リア
　ル謎解きゲーム
❖西市民プラザ…刀剣展示、
　戦国グッズ販売

【その他】同人誌即売会「銘刀
博覧会」も同時開催
▶詳しくは、観光振興課

（☎66・1024）へ。

田辺籠城戦国まつり

▲戦国ステージに出演
　する音楽グループの
　さくらゆきさん
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　舞鶴の魚を宣伝する「まいづる魚まつり」。昨年は台風
の影響で中止となり、２年ぶりの開催。新鮮でおいしい
魚をたくさん準備しています。ぜひお越しください。

【日時】９月 29 日㈰９時 30 分 ～ 14 時
【場所】舞鶴水産流通センター周辺
【内容】市民参加のセリや大漁鍋のふるまい、本マグ
ロの解体ショー　など
▶詳しくは、舞鶴水産流通協同組合（☎ 75・3275）へ。

まいづる魚まつり
港町まいづるのおいしい祭典

　９月８日～ 14 日の「救急医療週間」に合わせて、
全国で応急手当や救急医療についての普及啓発活動
が展開されます。

【日時】 ９月８日㈰ 10 時～ 14 時
【場所】 東消防署・防災センター
【内容】 ❖消防車両展示❖救急○×クイズ❖チャッタ
マンと消防かるた❖みんなで PUSH（胸骨圧迫体験）
❖ AED 体験❖応急処置体験❖少年消防クラブの訓練
披露❖大声コンテスト❖フラダンスや倉梯幼稚園児、
東舞鶴高校書道部によるパフォーマンス　など

【その他】当日は、駐車場に東消防署と旧市民病院を
無料開放します。
▶詳しくは、消防本部（☎ 66・0119）へ。

救急フェスタ2019inまいづる
９月９日は「救急の日」戦国時代にタイムスリップ

【日時】９月28日㈯10時～15時
【場所】身障センター
【内容】ステージショーや各団体の発表、模擬店　など
▶詳しくは、同センター（☎63・3008、ＦＡＸ62・
9546）へ。

身障センター秋祭り
この秋、身障センターに出かけてみませんか？

戦国時代にタイムスリップ ９月９日は「救急の日」


